
　５月22日㈰、「第７回小国の自然に親しむ会」が
小国公民館で開催され、県内外から大勢の来場があ
りました。
　地元特産品の販売や、昼食には山菜の天ぷらや煮
物など、春の自然を味わいながら交流を深めました。
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　通常番組の画面上に終了日まで
のカウントダウンなどを表示しま
す。定期的に、全画面スーパーや、
ブルーバックなどの「お知らせ画
面」が短時間挿入されます。

　７月24日㈰正午から、ブルー
バックのお知らせ画面を表示しま
す。午前０時までに停波します。

　７月24日㈰午前０時までに停波
し、この後は、映りません。

　アナログテレビ放送は７月24日㈰に終了し、完
全にデジタル放送に移行されることとなっていま
す。
　現在見ている、テレビ画面の右上部分に「アナ
ログ」と表示されている場合は、アナログ放送を
視聴されていますので、デジタル放送への対応が
必要になります。また、アナログ放送では、７月
１日㈮から、テレビ画面の左下に地デジ終了まで
のカウントダウンが表示されます。この表示が出
ている場合も、アナログ放送を視聴されています。 
　地上デジタル放送を視聴するには、地デジ対応
テレビや地デジ対応チューナーなどを準備する必

要があります。
　なお、場合によっては、アンテナ工事などが必
要になる場合があります。
　また、ＢＳアナログ放送も７月24日㈰までに終
了しますので、ＢＳデジタル放送への移行をお願
いします。詳しくは、デジサポ島根、又は総務省
地デジコールセンターにお問い合わせください。
　ケーブルテレビに加入されている場合は、「デ
ジアナ変換」により平成27年３月までの間、引き
続きアナログテレビでの視聴が可能になっていま
す。詳しくは、各ケーブルテレビ局にお問い合わ
せください。

総務省島根県テレビ受信者支援センター
（デジサポ島根）
　☎０８５２�５４１１
（平日：午前９時～午後９時／
　　　土・日・祝日：午前９時～午後６時）
ホームページ
http://www.digisuppo.jp/index.php/
branch/shimane/36/

総務省地デジコールセンター
　☎０５７０ - ０７ - ０１０１
※　上記がつながらないとき
　☎０３ - ４３３４ - １１１１
（平日：午前９時～午後９時／
　　　土・日・祝日：午前９時～午後６時）

石見ケーブルビジョン㈱
（浜田・金城・旭・弥栄自治区）
　☎０８５５�４８８３
ホームページ
http://www.iwamicatv.jp

ひゃこるネットみすみ
（三隅自治区）
　☎０８５５�４４４４
ホームページ
http://www.herecall.jp

【特集】地上デジタル放送の準備は大丈夫ですか？

《問い合わせ先》
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　６月27日㈪から８月26日㈮までの２か月間
の予定で、市役所本庁１階市民ロビーに、デ
ジサポ島根による地デジ臨時相談コーナーが
設置されました（開設時間は、平日午前９時
～午後４時まで）。
　地デジアドバイザーなどが常駐しますの
で、気軽に利用してください。
　なお、７月は土・日・祝日も次のとおり相
談コーナーが設置されますので、利用してく
ださい。
●設置日：７月２日㈯・３日㈰・９日㈯・10

日㈰
　時　間：午前９時～午後４時
　場　所：トライアル浜田店
●設置日：７月16日㈯～18日㈷・23日㈯・24

日㈰・30日㈯・31日㈰
　時　間：午前９時30分～午後５時
　場　所：ゆめタウン浜田
※　電波調査・戸別訪問も行います。
（調査・相談は無料）

　詳しくは、デジサポ島根にお問い合わせく
ださい。

（臨時相談コーナーイメージ図）

　簡易チューナーの支援は７月24日㈰までです。そのほかについても、予算の上限に達した時
点で申請受付が終了されますので、早めの申請をお勧めします。詳しくは、下記にお問い合わ
せください。

●受信障害対策共聴施設の改修など
・受信障害対策共聴施設を保有・運営してい
る人が対象です。

●集合住宅共聴の改修費など
・共同住宅共聴施設の管理者が対象です。
●新たな難視に関する助成金
・新たな難視に指定された地域の世帯が対象
です。

●デジタル混信対策に関する助成金
・対象地域で公表された方法により、地上デ
ジタル放送の混信対策を実施する人が対象
です。

【問い合わせ先】
　デジサポ島根　☎０８５２�５４１１

○地上デジタル簡易チューナーの無償給付に
ついて

・ＮＨＫの受信料が全額免除となる世帯及び
市町村民税非課税世帯の人が対象です。

【問い合わせ先】
　総務省地デジチューナー支援実施センター
・市町村民税非課税世帯への支援
　☎０５７０ - ０２３７２４（ナビダイヤル）
　▢FAX０４３ - ３０２ - ０２８４
・ＮＨＫ受信料全額免除世帯への支援
　☎０５７０ - ０３３８４０（ナビダイヤル）
　▢FAX０４４ - ９６６ - ８７１９
（平日：午前９時～午後９時／
　　　土・日・祝日：午前９時～午後６時）

地上デジタル放送臨時相談コーナーの
開設について

地デジ関連の各種助成について
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ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

浜田市長 宇津徹男

「マイバッグキャンペーン啓発活動」にて

　

今
年
９
月
１
日
か
ら
、『
レ
ジ

袋
の
無
料
配
布
中
止
』
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に

も
、
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
の
節

約
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
浜
田
市

内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

の
店
舗
で
、
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布

を
中
止
し
て
、「
持
参
し
た
買
い

物
袋
（
マ
イ
バ
ッ
グ
）
に
入
れ
て

持
ち
帰
る
」
取
り
組
み
を
始
め
ま

す
。
浜
田
市
の
レ
ジ
袋
削
減
に
向

け
た
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動
は
、

婦
人
会
組
織
の
皆
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
、
昭
和
63
年
か
ら
普
及
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

た
、
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
平
成
21
年
に
設
立
さ

れ
た
「
は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進

隊
」（
藤
原
ヒ
サ
ヨ
会
長
）
に
、

マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
率
調
査
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
浜
田
市
内
の
マ
イ

バ
ッ
グ
持
参
率
は
約
50
％
と
他
市

に
比
べ
て
も
高
い
も
の
と
な
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
も
約
47
％
の
皆
さ
ん
が
、

レ
ジ
袋
の
有
料
化
に
賛
成
と
い

う
、
環
境
に
対
す
る
意
識
の
高
さ

を
示
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
、
浜
田
市
全
体
で
は
、
年

間
約
２
千
万
枚
の
レ
ジ
袋
が
使
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
レ
ジ
袋
１
枚

あ
た
り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の

削
減
効
果
は
僅
か
で
は
あ
り
ま
す

が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
マ
イ
バ
ッ

グ
持
参
率
が
80
％
に
な
っ
た
場

合
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

効
果
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
１
０
０
戸
分
に
相
当
す
る

も
の
に
な
り
ま
す
。

　

浜
田
市
で
は
、
こ
の
取
り
組
み

の
開
始
に
あ
た
り
、
市
民
・
事
業

者
・
市
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
明
確

に
す
る
た
め
、
６
月
議
会
で
「
レ

ジ
袋
削
減
の
推
進
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
し
、
９
月
の
開
始
時

に
は
県
内
で
最
も
多
い
約
50
店
舗

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

７
月
か
ら
各
事
業
者
と
推
進
団
体

及
び
市
の
三
者
で
協
定
を
締
結
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
尚
、
レ

ジ
袋
有
料
化
を
実
施
さ
れ
る
参
加

店
が
受
け
取
ら
れ
る
レ
ジ
袋
代
金

の
収
益
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
店
舗

で
、
環
境
保
全
や
地
域
貢
献
活
動

な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

「
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
、

レ
ジ
袋
を
減
ら
す
運
動
」
に
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
、
お
願
い
し
ま

す
。

皆さん、こんにちは。中国大
だ い

連
れ ん

市出身の孫
そ ん

雪
せ つ

で
す。笑顔が好きで明るい性格です。大連は中国語
の発音と同じです。大連市ってどこ？と思われる
人がたくさんいるかもしれません。ここで大連市
について紹介したいと思います。

大連市は上海市の北、北京市の東にあります。
地図で説明すると雄鶏のような形をしている中国
で、大連市は雄鶏の顎

あ ご

の所です。大連市は日本の
企業が多いため、日本語の勉強が盛んな所です。
中国語ができなくても、日本語で声を掛けられる
ことも珍しくないと思います。大連市は渤

ぼ っ

海
か い

湾
わ ん

の
恵みを受けた所なので、日本人には割りと住みや
すい所だそうです。2005年度における中国駐在外
国人記者の投票では、最も住みやすい都市として、
上海市についで第２位に選ばれました。皆さんも
機会があれば、ぜひ大連市に遊びに行ってみてく
ださい。

日本に来て通算したら、もうすぐ５年になりま
す。なぜ通算かというと、2005年から2008年まで
浜田市で技能実習生として３年間働いたことがあ
ります。2009年に結婚で来日、現在に至るという
ことです。本当に皆さんには大変お世話になりま
した。最初、日本に来たばかりのころ、言葉と文

化の違いがあるので、非常に不安でした。でも、
浜田の皆さんはとても優しくて、困ったときにい
つも助けてもらっています。至らない私が、今ま
でやってこられたのは、皆さんのおかげです。本
当にありがとうございます。心から感謝していま
す。

自分の今までの経験を生かして、浜田に来る技
能実習生たち、浜田にいる外国人の皆さんのため
に、微力ではありますが、何かの役に立てたらう
れしく思います。また、浜田の皆さんと、もっと
もっとたくさん交流し、日本の生活や文化などを
勉強しながら中国も紹介したいと思っています。
日中の橋渡し役を務め、日中友好交流、また浜田
の発展のために精一杯頑張りますので、皆さんこ
れからも引き続きよろしくお願いします。

私は人と接するのが大好きです。もし、街で出
会ったら、ぜひ声を掛けてください。

新・お元気ですか�

いつもお世話になっています
浜田市嘱託職員　孫　雪　
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バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
は
、
自
動
車
を
運
転
で

き
な
い
人
な
ど
に
は
移
動
の
手
段
と
し
て
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
自
家
用
車
の
普
及
や
人
口
減
少
に
よ

り
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
の
利
用
者
が
減
少
す
る

中
、
事
業
と
し
て
の
公
共
交
通
の
維
持
が
困
難
な

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
バ
ス
路
線
の

廃
止
や
減
便
な
ど
に
よ
り
利

便
性
も
低
下
し
、
自
動
車
を

運
転
で
き
な
い
人
な
ど
は
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
な
い
状
況
に
な
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、浜
田
市
で
は
、

将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
利
用
で
き
る
持
続
可

能
な
地
域
公
共
交
通
の
構
築
を
目
指
し
、
平
成
23

年
度
に
「
浜
田
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」
の
策
定

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

な
お
、
計
画
期
間
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成

27
年
度
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　
「
浜
田
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」
の
策
定
に
あ

た
っ
て
、
去
る
５
月
27
日
㈮
に
、
市
と
県
・
国
の

関
係
機
関
・
交
通
事
業
者
・
各
自
治
区
の
代
表
者
・

関
係
団
体
・
識
見
者
な
ど
30
人
で
構
成
す
る
「
浜

田
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」
を
設
立
し

ま
し
た
。

　

設
立
後
の
第
１
回
協
議
会
で
は
、「
浜
田
市
地

域
公
共
交
通
計
画
」
の
基
本
目
標
を
次
の
３
点
に

定
め
、
こ
れ
か
ら
の
事
業
計
画
な
ど
の
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

【
基
本
目
標
】

①
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
と
持
続
可
能
な
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

②
交
通
空
白
地
域
の
解
消

③
人
に
も
環
境
に
も
や
さ
し
い
公
共
交
通
へ
の

転
換

　

今
後
は
、
こ
の
協
議
会
で
議
論
を
重
ね
、
浜
田

市
に
と
っ
て
望
ま
し
い
地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
定
住
対
策
課
（
☎
�
９
２
２
１
）

浜田市地域公共交通計画策定の流れ

◆地域公共交通に関する住民ニーズ調査◆
住民アンケート調査

利用状況調査

平成22年度

◆浜田市地域公共交通活性化協議会設立◆
＜計画の基本目標の決定＞

↓
＜目標達成に向けた計画内容の検討＞

↓
＜計画素案の策定と公表＞

↓
＜パブリックコメント（意見公募手続）＞

↓

◆浜田市地域公共交通計画策定◆
（計画期間：平成24年度～平成27年度）

平成23年度

◆計画事業の実施◆

平成24年度～平成27年度

②

　浜
田
市
地
域
公
共
交
通
計
画
策
定

の
取
組

①

　公
共
交
通
を
取
り
巻
く
状
況

③

　浜
田
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
を
設
立

浜田市地域公共交通計画の策定に向けて
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

　

県
で
は
６
月
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
運
航
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入
に
よ
り
、
救
命

率
の
向
上
や
後
遺
症
の
軽
減
を
図

り
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安

心
な
暮
ら
し
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
に
あ
た

り
、
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
や
公
園
が

臨
時
離
着
陸
場
と
な
り
ま
す
。
離

着
陸
に
あ
た
り
、
風
に
よ
る
砂
ぼ

こ
り
や
騒
音
が
起
こ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
周
辺
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は

　

救
急
医
療
用
の
医
療
機
器
を
装

備
し
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
、
医
師

及
び
看
護
師
な
ど
が
同
乗
し
て
救

急
現
場
な
ど
に
向
か
い
、
現
場
で

患
者
に
救
命
医
療
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
医
療
専
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
す
。

　

島
根
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
県
立

中
央
病
院
に
常
駐
し
、
地
域
の
消

防
機
関
の
要
請
で
出
動
し
ま
す
。

消
防
機
関
の
要
請
か
ら
、
お
お
む

ね
５
分
程
度
で
出
動
す
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
医
師
に
よ
る
早
期

治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
短
時
間
で
医
療
機
関

へ
患
者
を
搬
送
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

※　

運
航
時
間
は
、
基
本
的
に
午

前
８
時
30
分
か
ら
夕
方
ま
で
で

す
（
悪
天
候
時
な
ど
で
運
航
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

※　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
要
請
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
行
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
消
防
機

関
か
ら
の
要
請
を
受
け
出
動
し

ま
す
。

※　

離
着
陸
の
際
に
は
消
防
機
関

な
ど
の
指
示
に
従
い
、
機
体
に

は
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
医
療
政
策
課
地
域
医
療
支
援

グ
ル
ー
プ
（
☎
０
８
５
２
�
６

６
２
９
・
▢FAX
０
８
５
２
�
６
０

４
０
）

　

７
月
21
日
㈭
か
ら
８
月
20
日
㈯

ま
で「
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

夏
季
の
行
楽
な
ど
に
よ
る
交
通

量
の
増
加
や
長
距
離
運
転
に
よ
る

過
度
の
疲
労
に
よ
り
、
交
通
事
故

の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
、

交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
な

浜
田
市
の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

運
動
の
重
点

①　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

②　

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

③　

飲
酒
・
無
謀
運
転
の
追
放
と

過
労
運
転
の
防
止

④　

運
転
中
の
携
帯
電
話
使
用
禁

止
の
徹
底

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

第
63
回
島
根
県
消
防
大
会
及
び

第
55
回
島
根
県
消
防
操
法
大
会
が

次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
程　

８
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

場
所　

島
根
県
立
大
学

　

こ
の
消
防
操
法
大
会
に
は
、
市

消
防
団
か
ら
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部

に
有
福
分
団
・
雲
城
分
団
・
三
隅

消
防
隊
選
抜
の
３
チ
ー
ム
が
、
ポ

ン
プ
車
の
部
に
石
見
分
団
チ
ー
ム

が
出
場
し
ま
す
。
地
域
を
守
る
地

元
消
防
団
の
選
手
へ
の
声
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
大
会
当
日
は
、
会
場
周
辺

の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
開
催

に
あ
た
り
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
警
防
課

（
☎
�
０
１
１
９
）

受
講
対
象
者

・
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
新
た
に

従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
人
で
、

そ
の
日
か
ら
１
年
以
内
の
人

・
過
去
２
年
以
内
に
免
状
の
交
付

を
受
け
て
い
る
場
合
又
は
講
習

を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
免

安
全
安
心

島
根
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

運
航
開
始
に
つ
い
て

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

消
防
団
夏
の
祭
典

消
防
大
会
・
消
防
操
法
大
会

の
開
催

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習



7　　　広報はまだ：平成23年７月号
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10,000

15,000
二酸化炭素排出量（t-CO₂）

H19 H20 H21 H22（年度）

状
交
付
日
又
は
受
講
日
か
ら
起

算
し
て
３
年
以
内
の
人

・
前
回
の
講
習
を
受
け
た
後
、
引

き
続
い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業

に
従
事
し
て
い
る
人
で
、
前
回

講
習
日
か
ら
３
年
以
内
の
人

講
習
日
程

８
月
３
日
㈬

ジ
ャ
ス
ト
ホ
ー
ル（
益
田
市
）

８
月
４
日
㈭

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
浜

田
市
）

10
月
25
日
㈫

あ
す
て
ら
す
（
大
田
市
）

受
講
手
数
料　

４
、
７
０
０
円

申
込
締
切
日　

各
会
場
の
開
催
日

の
10
日
前
（
土
・
日
・
祝
日
の

場
合
は
翌
営
業
日
）

申
込
方
法　

受
講
申
請
書
（
市
消

防
本
部
及
び
各
出
張
所
に
あ
り

ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

島
根
県
危
険
物
保
安
協

会
連
合
会
【
〒
６
９
０-

８
５

０
１　

松
江
市
殿
町
１
番
地
】

問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

（
☎
�
１
１
６
７
）

　
「
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
に

お
い
て
浜
田
市
の
条
例
を
準
用
す

る
条
例
」
第
１
条
第
２
号
（
情
報

公
開
に
関
す
る
事
項
）
及
び
同
条

第
３
号
（
個
人
情
報
保
護
に
関
す

る
事
項
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
22
年
度
の
各
制
度
の
運
用
状
況

を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

１　情報公開条例の運用状況
⑴　開示請求
請求件数 決定区分

全部開示 部分開示 不開示
－ － － －

⑵　不服申立て　なし

　
「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
第
20
条
の
３
第
10

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
実
行
計
画

の
進
捗
率
を
次
の
と
お
り
公
表
し

ま
す
。
な
お
、
表
の
数
値
は
、
使

用
し
た
燃
料
を
二
酸
化
炭
素
排
出

量
に
換
算
し
た
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
総
務

課
（
☎
�
１
４
６
８
）

二酸化炭素排出量の推移 (単位：ｔ︲ＣＯ₂)
年度

課名 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

総務課 1．53 1．21 1．58 1．71
介護保険課 3．90 4．33 3．31 3．44
業務課 13,945．94 11,655．48 10,341．32 10,689．05
合計 13,951．37 11,661．02 10,346．21 10,694．20
平成19年度に
対する増減(％ ) － △16．42 △25．84 △23．35

※　排出係数は、「地球温暖化対策の推進に関する法律施行令」による。
※　可燃ごみ焼却に伴うデータを含む。

　

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
と
は
、
幼

児
か
ら
高
校
生
ま
で
、
誰
で
も
参

加
で
き
る
環
境
活
動
の
ク
ラ
ブ
で

す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
興
味
や
関
心
に

基
づ
い
て
、
自
然
観
察
・
調
査
や

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
な
ど
、
地
域
の

中
で
身
近
に
で
き
る
地
球
に
や
さ

し
い
活
動
を
自
由
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

近
所
で
、
学
校
で
、
施
設
で
、

地
域
で
な
ど
、
仲
間
が
集
ま
れ
ば

ど
ん
な
形
態
で
も
、
こ
ど
も
エ
コ

ク
ラ
ブ
と
し
て
登
録
し
て
活
動
を

は
じ
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

登
録
す
る
と
、
活
動
に
役
立
つ

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
と
環
境
記
録

シ
ー
ト
が
も
ら
え
ま
す
。

申
込
方
法　

２
人
以
上
の
仲
間
と
、

地
域
を
支
え
る
大
人
（
サ
ポ
ー

タ
ー
）
を
集
め
、登
録
用
紙
（
本

庁
く
ら
し
と
環
境
課
に
あ
り
ま

す
。「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

年
間
を
通
し
て
い
つ
で
も
登

録
が
で
き
、
活
動
を
始
め
ら
れ

ま
す
。

※　

詳
し
く
は
「
こ
ど
も
エ
コ
ク

ラ
ブ
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.j-ecoclub.jp/

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
�
９
４
２
０
）

２　個人情報保護条例の運用状況
⑴　開示請求
請求件数 決定区分

全部開示 部分開示 不開示
３ ３ － －

⑵　不服申立て　なし

生
活
・
環
境

広
域
圏
だ
よ
り

協
働
で
つ
く
る
活
力
と
魅
力
の

ふ
る
さ
と
浜
田
圏
域

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
募
集

～
地
球
に
い
い
こ
と

　
　
　
は
じ
め
よ
う
！
～

情
報
公
開
条
例
・
個
人
情
報

保
護
条
例
の
運
用
状
況

温
室
効
果
ガ
ス
抑
制
実
行

計
画
進
捗
率
の
公
表
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　冷蔵庫の奥で、食べ残した食品が眠っていま
せんか？ここでちょっと冷蔵庫の使い方を見直
してみましょう。環境にやさしいだけでなく、
家計にもおトクです。
☆ものを詰め込み過ぎないようにしましょう

年間で電気43．84ｋｗｈの省エネ
約960円の節約
原油換算11．05ℓ　ＣＯ₂削減量15．4㎏

※　詰め込んだ場合と、半分にした場合との比
較

☆無駄な開閉はしないようにしましょう
年間で電気10．40ｋｗｈの省エネ
約230円の節約
原油換算2．62ℓ　ＣＯ₂削減量3．7㎏

※　ＪＩＳ開閉試験註の開閉を行った場合と、
その２倍の回数を行った場合との比較

註　ＪＩＳ開閉試験：冷蔵庫は12分ごとに25回、
冷凍庫は40分ごとに８回で、開放時間はいず
れも10秒

☆開けている時間を短くしましょう
年間で電気6．10ｋｗｈの省エネ
約130円の節約
原油換算1．54ℓ　ＣＯ₂削減量2．1㎏

※　開けている時間が20秒間の場合と、10秒間
の場合との比較

☆設定温度は適切にしましょう
年間で電気61．72ｋｗｈの省エネ
約1,360円の節約
原油換算15．55ℓ　ＣＯ₂削減量21．7kg

※　周囲温度22℃で、設定温度を「強」から「中」
にした場合の比較

☆壁から適切な間隔で設置しましょう
年間で電気45．08ｋｗｈの省エネ
約990円の節約
原油換算11．36ℓ　ＣＯ₂削減量15．8㎏

※　上と両側が壁に接している場合と、片側だ
けが壁に接している場合との比較

【一口メモ】
　麦茶やカレー・シチューなど、温かいものを
そのまま冷蔵庫に入れていませんか？庫内の温
度が上がり、冷やすのに余分なエネルギーが消
費されますので注意しましょう。
出典　㈶省エネルギーセンター【家庭の省エネ

大事典2011年版】
（本庁くらしと環境課）

７月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
1 金 下府町１～３・６－１、上府町伊甘
4 月 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６
5 火 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
6 水 殿町１～５、田町２～５
7 木 田町１、琵琶町、朝日町１～６・９・10
8 金 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５
11 月 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町
12 火 蛭子町、栄町、片庭町
13 水 港町１～４
14 木 京町、高田町、清水町、真光町
15 金 原町、瀬戸見町、元浜町
19 火 大辻町、原井町
20 水 原井町、瀬戸ケ島町、港町５
21 木 長沢町１
22 金 長沢町２～５・７・８
25 月 生湯町１～４
26 火 長沢町６・８、桜ケ丘、菅原団地、長沢ヒルズ神在
27 水 浅井町４～６
28 木 浅井町１～３、黒川町１・２
29 金 黒川町３～７
※　雨天などによる中止の場合、町内会長からの連絡に
より土曜日に実施することができます。

（本庁くらしと環境課）

　

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
の
多

い
社
会
生
活
に
お
い
て
、
犬
や
ね

こ
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
私
た
ち
に
潤

い
や
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
、

ま
す
ま
す
大
切
な
存
在
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、最
近
、

マ
ナ
ー
に
欠
け
た
飼
い
主
の
行
為

に
よ
り
た
く
さ
ん
の
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
に
は
、

犬
・
ね
こ
な
ど
の
飼
い
方
や
し
つ

け
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
も
ら
い
、

人
と
動
物
が
と
も
に
温
か
く
幸
せ

な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
一
層

の
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
︙

　

犬
の
散
歩
の
と
き
に
は
フ
ン
を

持
ち
帰
っ
て
後
始
末
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

公
共
の
場
で
は
、犬
は
鎖
（
綱
）

で
つ
な
い
で
飼
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
室
内
犬
も
外
に
放
れ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

子
犬
の
と
き
か
ら
、
し
つ
け
を

し
て
無
駄
吠
え
を
し
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。 

ね
こ
を
飼
っ
て
い
る
人
は
︙

　

で
き
る
だ
け
室
内
で
飼
う
よ
う

今日からおうちで省エネ !!【電気冷蔵庫の巻】
～二酸化炭素（ＣＯ ₂）の排出を減らして、地球温暖化を防ごう！～

犬
・
ね
こ
は

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う



9　　　広報はまだ：平成23年７月号

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

ご み コラムコラム

　「プラスチックは何のごみの日に出せばいい
か？」という質問が、市民の皆さんから多く寄せ
られます。プラスチック製のものを捨てるときに、
「燃やせないごみ」なのか、「ペット・プラ」な
のか、悩まれた人も多いと思います。
　「プラマークがどこかについていますか？」と
尋ねると、「プラマークって何？見たことがない。」
と言われる人も多いのです。

　　　　　　←　これが「プラマーク」です

　このマークがついているものは、「ペット・プラ」
の日に出してください。

　ごみの大半を占める容器包装のリサイクル促進
のため、消費者が簡単に分別できるよう、商品の
容器及び包装には識別マークをつけることが法律
で定められています。このうち、プラスチック製
の容器包装についているのがプラマークです。プ
ラスチックの原料として再資源化し、新たな製品
の原料として再利用されます。

「バイバイ。リサイクルでまた会おうね。」

　３Ｒ推進団体連絡会のテレビコマーシャルの中
で、お父さんとごみステーションにごみを捨てに
来た女の子が、捨てられたペットボトルにかけた
言葉です。ごみを正しく分ければ、生まれ変わっ
て、きっと戻ってきてくれます。

プラスチック製の容器包装
（プラマークがついているもの）

【例】　シャンプー・洗剤などのボトル、食
品などのトレイ、弁当容器、食品などの袋
やレジ袋、カップめん・菓子・卵などのカッ
プやパック、ペットボトルのキャップ・ラ
ベル、発泡スチロール（プラマークのつい
ているもの）　など

プラスチック製であっても、
容器包装でないもの

【例】　洗面器、コップ、タッパー、弁当箱（弁
当箱として売られていたもの）、重箱、調
理用のボウル、衣装ケース、小物入れ、ふ
でばこ、レジ袋・ビニール袋・ポリ袋（プ
ラマークのないもの）、発泡スチロール（プ
ラマークのないもの）　など

ペット・プラ 燃やせないごみ

※　汚れがひどいものは、「燃やせないごみ」で出してください。

問い合わせ先　本庁廃棄物リサイクル課（☎�９４３０）

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ね
こ
は
閉
じ
込
め
て
飼
う
こ
と

は
で
き
な
い
・
し
て
は
い
け
な
い

と
考
え
る
人
も
い
ま
す
が
、
ね
こ

の
生
活
環
境
が
整
っ
て
い
れ
ば
屋

内
で
飼
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
放

し
飼
い
に
よ
り
、
交
通
事
故
に
遭

う
ね
こ
が
多
い
こ
と
・
ね
こ
の
庭

へ
の
侵
入
を
快
く
思
わ
な
い
隣
人

が
多
い
こ
と
・
フ
ン
を
し
て
と
て

も
不
衛
生
…
な
ど
、
困
っ
て
い
る

人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

所
有
者
不
明
の
ね
こ
に
餌
を
与
え

る
人
は
︙

　

子
ね
こ
は
半
年
で
次
の
子
ね
こ

を
産
む
よ
う
に
な
り
、
ね
こ
の
数

が
爆
発
的
に
増
え
ま
す
。
餌
を
与

え
る
の
な
ら
、
ね
こ
が
増
え
な
い

よ
う
に
不
妊
去
勢
手
術
を
す
る
こ

と
、
餌
場
の
掃
除
・
後
片
付
け
を

す
る
こ
と
、
ね
こ
の
フ
ン
の
後
片

付
け
を
す
る
こ
と
な
ど
、
責
任
を

持
っ
て
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ

が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
安
易

に
餌
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

数
が
増
え
て
周
り
の
人
に
迷
惑
が

か
か
り
ま
す
。

　

か
わ
い
い
ね
こ
を
嫌
わ
れ
者
に

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
�
９
４
２
０
）

～『もったいない』は未来につづく合言葉～

「プラマーク」って何？
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

県
営
住
宅

受
付
期
間

７
月
１
日
㈮
～
14
日
㈭（
必
着
）

募
集
団
地

一
般
住
戸

・
黒
川
団
地
（
黒
川
町
）

・
汐
入
団
地
（
熱
田
町
）

・
周
布
団
地
（
治
和
町
）

・
笠
柄
団
地
（
笠
柄
町
）

・
旭
イ
ン
タ
ー
団
地
（
旭
町
）

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
住
宅

・
緑
ケ
丘
団
地
（
浅
井
町
）

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
住
宅
の
設

備
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
・
住
宅
内

の
段
差
の
解
消
・
手
す
り
設
置
・

高
齢
者
対
応
浴
槽

※　

生
活
援
助
員
が
定
期
的
に
各

世
帯
を
訪
問
し
、
生
活
指
導
、

相
談
・
緊
急
時
の
対
応
・
そ
の

ほ
か
日
常
生
活
上
必
要
な
援
助

を
行
い
ま
す
。

抽
選
日　

８
月
上
旬

入
居
予
定
日　

８
月
下
旬

※　

間
取
り
・
入
居
条
件
や
そ
の

ほ
か
の
募
集
団
地
な
ど
、
詳
し

　

米
穀
な
ど
に
関
し
、
食
品
事
故

や
産
地
偽
装
な
ど
の
発
生
時
に
、

原
因
を
速
や
か
に
特
定
で
き
、
事

業
者
の
責
任
の
明
確
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
21
年
４

月
に
「
米
穀
等
の
取
引
等
に
係
る

情
報
の
記
録
及
び
産
地
情
報
の
伝

達
に
関
す
る
法
律
（
米
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
法
）」
が
制
定
さ
れ
、

平
成
22
年
10
月
に
一
部
施
行
、
本

年
７
月
に
完
全
施
行
さ
れ
ま
す
。

対
象
事
業
者　

対
象
品
目
と
な
る

工
品
、
そ
れ
ら
を
原
料
と
す
る

米
加
工
品
に
つ
い
て
は
、
産
地

の
記
載
は
不
要
で
す
。

保
存
期
間　

原
則
３
年
間

※　

対
象
品
目
の
賞
味
期
限
な
ど

に
応
じ
て
３
か
月
間
又
は
５
年

間
と
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

産
地
情
報
の
伝
達

（
平
成
2₃
年
７
月
１
日
義
務
化
）

事
業
者
間
に
お
け
る
産
地
情
報
の

伝
達
に
つ
い
て

　

対
象
品
目
と
な
る
米
・
米
加
工

品
を
ほ
か
の
事
業
者
へ
譲
渡
す
る

場
合
に
、
伝
票
に
記
載
す
る
な
ど

産
地
情
報
（「
国
産
」・「
○
○
国

産
」・「
○
○
県
産
」
な
ど
）
の
伝

達
が
必
要
で
す
。

※　

米
の
場
合
は
そ
の
産
地
、
米

加
工
品
の
場
合
は
そ
の
原
料
米

の
産
地
の
伝
達
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
課
農
政
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

米
・
米
加
工
品
の
販
売
・
輸
入
・

加
工
・
製
造
又
は
提
供
の
事
業

を
行
う
全
て
の
事
業
者

※　

生
産
者
を
は
じ
め
、
米
加
工

品
製
造
事
業
者
・
流
通
事
業
者
・

小
売
販
売
事
業
者
・
外
食
事
業

者
な
ど
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

対
象
品
目　

米
穀
（
玄
米
・
精
米

な
ど
）・
米
粉
や
米
こ
う
じ
な

ど
の
中
間
原
材
料
・
米
飯
類
・

も
ち
・
だ
ん
ご
・
米
菓
・
清
酒
・

単
式
蒸
留
焼
酎
・
み
り
ん

制
度
内
容　
対
象
事
業
者
に
対
し
、

対
象
品
目
の
譲
受
け
・
譲
渡
し

な
ど
に
係
る
情
報
の
記
録
及
び

産
地
情
報
の
伝
達
を
義
務
付
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

取
引
な
ど
の
記
録
・
保
存

（
平
成
22
年
10
月
１
日
義
務
化
）

　

対
象
品
目
と
な
る
米
・
米
加
工

品
を
「
取
引
」・「
事
業
者
間
の
移

動
」・「
廃
棄
」
な
ど
を
行
っ
た
場

合
に
、
そ
の
記
録
を
保
存
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

記
録
事
項　

品
名
・
数
量
・
取
引

先
名
・
搬
入
搬
出
を
行
っ
た
年

月
日
・
搬
入
搬
出
を
行
っ
た
場

所
・
産
地

※　

平
成
23
年
７
月
１
日
よ
り
前

に
、
国
内
で
生
産
さ
れ
生
産
者

か
ら
譲
り
渡
し
さ
れ
た
米
穀
、

輸
入
さ
れ
国
内
需
要
者
な
ど
に

譲
り
渡
し
さ
れ
た
米
穀
・
米
加

住
み
よ
い
安
全
な
環
境
を
作
り
ま

し
ょ
う
！

　

最
近
、
荒
廃
し
た
状
態
で
放
置

さ
れ
て
い
る
空
き
家
を
よ
く
見
か

け
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
中
に
は
、
倒
壊
の
お

そ
れ
の
あ
る
も
の
や
、
屋
根
葺
き

材
・
外
壁
が
道
路
や
隣
地
へ
落
下

し
て
危
険
な
も
の
も
あ
り
、
近
隣

の
住
民
な
ど
に
迷
惑
を
か
け
て
い

ま
す
。

　

当
該
建
築
物
又
は
そ
の
敷
地
の

所
有
者
・
管
理
者
又
は
占
有
者
は
、

保
安
上
又
は
衛
生
上
適
正
と
な
る

よ
う
に
、
建
築
物
の
維
持
・
管
理

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

（
☎
�
０
５
３
５
）

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
一
度
、
安
全
点
検
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
建
築
住
宅
課
指
導
係

（
☎
�
９
６
３
２
）

住
宅

住
宅
入
居
者
募
集

産
業
・
地
域
活
性
化

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法

に
つ
い
て

放
置
さ
れ
た
空
き
家
の

持
主
な
ど
の
皆
さ
ん
へ



11　　　広報はまだ：平成23年７月号

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
集
落
へ
の
侵

入
を
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
阻
止
す

る
防
護
柵
を
設
置
す
る
集
落
な
ど

に
対
し
、
資
材
（
電
気
牧
柵
・
ワ

イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
）
を
支
援
し
ま

す
。

設
置
条
件

・
防
護
柵
に
よ
る
受
益
戸
数
が
３

戸
以
上
で
あ
る
こ
と

・
今
年
度
中
に
設
置
を
行
う
こ
と

受
付
期
間　

７
月
22
日
㈮
ま
で

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
課
農
政
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

各
支
所
産
業
課

　

市
内
の
企
業
を
よ
り
広
く
知
っ

て
も
ら
い
、
若
者
の
地
元
就
職
を

促
進
す
る
た
め
に
、
地
元
企
業
を

紹
介
す
る
「
２
０
１
２
浜
田
市
企

業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
ま

す
。
作
成
に
あ
た
り
、
掲
載
す
る

企
業
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
は
、
会
社
の
概
要
・

求
人
情
報
・
企
業
の
魅
力
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

※　

「
２
０
１
１
浜
田
市
企
業
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

対
象　

市
内
の
事
業
所
・
企
業

掲
載
料 

無
料

申
込
方
法　

申
込
用
紙
（
本
庁
産

業
政
策
課
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　

８
月
１
日
㈪

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
政
策
課

（
☎
�
９
５
０
０
）

ふるさと寄附金の状況 平成23年３月31日現在

事業区分
寄附金 合　　計平成20年度 平成21年度 平成22年度

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

1 伝統芸能並びに地域文化の伝承
及び育成に関する事業 2 205,000 1 5,000 7 55,000 10 265,000

2 特産品の育成及び地域産業の振
興に関する事業 2 105,000 3 60,000 2 105,000 7 270,000

3 自然環境並びに地域景観の保全
及び活用に関する事業 3 20,000 3 40,000 3 20,000 9 80,000

4 高齢者の生活を支援する地域づ
くりに関する事業 2 15,000 5 135,000 8 280,000 15 430,000

5 青少年の健全育成及び教育環境
整備に関する事業 6 2,436,862 6 1,235,000 7 1,075,000 19 4,746,862

6 浜田城に関する資料館及び城山
整備に関する事業 11 1,452,000 87 2,262,000 10 388,640 108 4,102,640

7 その他目的達成のために市長が
必要と認める事業 3 1,015,000 16 6,821,000 19 2,404,864 38 10,240,864

合　　計 29 5,248,862 121 10,558,000 56 4,328,504 206 20,135,366

　市では、平成20年度から「ふるさと“はまだ”
に貢献したい、応援したい」という皆さんから
の寄附金を受け付けています。平成22年度末の
寄附金状況は次のとおりです。

　平成22年度分の寄附金については、それぞれ
「浜田市ふるさと応援基金」・「浜田城に関する
資料館及び城山整備基金」・「浜田市地域振興基
金」に積み立てています。

ふるさと寄附金の活用実績

　平成22年度において、ふるさと応援基金を取り崩し、小・
中学校図書整備として80万円、校庭芝生化事業として30万
円を活用しました。
　また、地域振興基金を取り崩し、第二中学校の学校図書
館整備として500万円を活用しました。
問い合わせ先　本庁定住対策課（☎�９２００）

鳥
獣
被
害
を
防
ぎ

ま
せ
ん
か
？

２
０
１
２
浜
田
市
企
業

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
掲
載

企
業
を
募
集
し
ま
す

ふるさと寄附運用状況
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
の
海
外
友
好
都
市
（
石せ

き

嘴し

山ざ
ん

市
・
栄え

い

成せ
い

市
・
真し

ん

如に
ょ

鎮ち
ん

・
ブ
ー
タ

ン
王
国
）
と
の
民
間
交
流
事
業
を

実
施
す
る
団
体
に
対
し
、
助
成
を

行
い
ま
す
。

対
象　

市
内
に
所
在
す
る
団
体

（
法
人
・
任
意
団
体
の
別
は
問

い
ま
せ
ん
。）
た
だ
し
、
政
治

団
体
及
び
宗
教
団
体
を
除
き
ま

す
。

対
象
事
業　

海
外
友
好
都
市
と
の

民
間
交
流
事
業
で
、
市
民
の
国

際
理
解
・
友
好
親
善
及
び
国
際

協
力
を
促
進
す
る
目
的
で
実
施

す
る
事
業
や
海
外
友
好
都
市
の

啓
発
事
業
な
ど

助
成
額　

交
流
事
業
１
事
業
あ
た

り
30
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

受
付
締
切
日

８
月
１
日
㈪

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
政
策
課
交
流
推
進
係

（
☎
�
９
２
０
２
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
住
民
グ
ル
ー
プ
・
企

業
な
ど
が
取
り
組
む
県
民
い
き
い

き
活
動（
営
利
を
目
的
と
し
な
い
、

不
特
定
多
数
の
人
の
利
益
の
た
め

の
自
発
的
な
活
動
）
の
う
ち
、
特

に
優
れ
た
活
動
に
、
知
事
か
ら
奨

励
賞
を
授
与
し
ま
す
。

対
象
要
件

・
先
駆
性
及
び
地
域
社
会
へ
の
貢

献
度
が
高
い

・
活
動
期
間
が
、
お
お
む
ね
５
年

以
上

・
こ
の
表
彰
と
同
等
以
上
の
表
彰

な
ど
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

応
募
方
法　

自
薦
又
は
他
薦
で
、

規
定
の
推
薦
書
及
び
関
係
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
日　

９
月
30
日
㈮

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
室

（
☎
０
８
５
２
�
６
０
９
９
）

国
民
健
康
保
険
料

　

低
所
得
や
収
入
減
少
に
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
場
合
、
少
し
で
も
納
め
や
す
く

す
る
た
め
、平
成
21
年
10
月
以
降
、

減
免
制
度
を
拡
充
し
て
い
ま
す
。

○　

市
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
場

合
、
23
歳
未
満
の
人
の
均
等
割

額
を
全
額
減
額
し
ま
す
。
こ
の

減
免
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
見

込
ま
れ
る
世
帯
に
、
７
月
下
旬

に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

○　

こ
れ
ま
で
失
業
に
よ
る
減
免

対
象
者
は
、
リ
ス
ト
ラ
の
み
が

対
象
で
し
た
が
、
自
己
退
職
及

び
定
年
退
職
も
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

収
入
減
少
に
よ
り
生
活
が
困
難

な
場
合
、
そ
の
減
少
率
に
よ
り
、

保
険
料
を
減
免
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
１
）

市
民
税
県
民
税

　

疾
病
・
失
業
・
廃
業
・
事
業
の

不
振
な
ど
に
よ
り
生
活
が
困
窮
し

て
お
り
、
納
税
が
困
難
な
人
は
、

一
定
の
条
件
に
該
当
す
れ
ば
申
請

に
よ
り
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
２
）

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
市
内
に
住

所
を
有
し
、
支
給
要
件
に
該
当
す

る
児
童
（
18
歳
に
な
っ
た
年
度
の

３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
の
児
童

又
は
20
歳
未
満
で
政
令
で
定
め
る

程
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児

童
）
を
監
護
す
る
父
又
は
母
、
若

し
く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人（
養
育
者
）

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

た
だ
し
、
支
給
対
象
者
が
老

齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的
年
金

給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
、
父
又
は
母
が
事
実
上
婚

姻
関
係
に
あ
る
場
合
な
ど
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
要
件

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
政
令
で
定
め
る
程

度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児

童
・
父
又
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い
児
童

・
そ
の
ほ
か
、
前
記
に
準
ず
る
状

態
に
あ
る
児
童
で
政
令
で
定
め

る
も
の

支
給
月
額

児
童
１
人
の
場
合

全
部
支
給　

４
１
、
５
５
０
円

一
部
支
給　

９
、
８
１
０
円
～

４
１
、
５
４
０
円

児
童
２
人
以
上
の
場
合

第
２
子　

５
、
０
０
０
円
加
算

第
３
子
以
降
１
人
に
つ
き

３
、
０
０
０
円
加
算

※　

支
給
額
は
、
支
給
対
象
者
の

所
得
額
に
応
じ
て
異
な
り
、
所

得
制
限
も
あ
り
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
の
運
用

の
見
直
し
と
の
関
係
に
つ
い
て

　

両
親
の
一
方
が
児
童
扶
養
手
当

法
施
行
令
で
定
め
る
障
が
い
（
国

民
年
金
又
は
厚
生
年
金
保
険
法
１

級
相
当
）の
状
態
に
あ
る
場
合
は
、

配
偶
者
へ
の
児
童
扶
養
手
当
の
金

額
と
障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
で

せ
き

し

ざ
ん

海
外
友
好
都
市
と
の
交
流

事
業
を
実
施
す
る
団
体
に

助
成
し
ま
す

県
民
い
き
い
き
活
動
奨
励
賞

候
補
団
体
募
集

税
務
・
納
税

減
免
制
度
に
つ
い
て

子
育
て

児
童
扶
養
手
当
に
関
す
る

お
知
ら
せ
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

コラムコラム子 育 て

金
額
の
高
い
方
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
母

子
世
帯
や
父
子
世
帯
の
人
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
）。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
１
）

　

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
塗
布
し
ま

す
。）・
む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま

す
。

対
象　

浜
田
自
治
区
内
に
住
所
が

あ
る
１
歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
園
・
幼
稚
園
で
実
施
し

て
い
る
場
合
は
、
園
で
受
け
て

く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
４
日
㈭

受
付　

①
午
後
１
時
30
分
～
２
時

②
午
後
２
時
～
２
時
30
分

※　

①
又
は
②
を
選
択
し
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
」

定
員　

各
先
着
30
人

料
金　

４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
。）

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日

７
月
21
日
㈭　

午
前
９
時
～

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　この時季、夏から秋にかけては虫さされが心配
な季節です。さされると腫れたり、かきむしるこ
とがあるので、虫さされから身を守りましょう。

１　肌の露出を避ける

　肌を露出しないことは虫にさされないための
基本です。野外で遊ぶときや、虫がいそうなと
ころへ出掛けるときは、通気性のよい薄手の長
袖や長ズボンなどの着用で露出部を少なくする
工夫をしましょう。
　また、帽子や手袋も虫よけに効果的です。さ
らに、顔の前に垂らす網がついているタイプの
ものであれば、顔の虫よけもできます。

２　虫よけスプレーを使う

　虫よけスプレーを使う場合は、子どもの皮膚
に直接スプレーをするのではなく、大人の手に
スプレーした後、子どもの肌に塗ってあげるな
どの工夫をしましょう（虫よけ剤の粒子を吸い
込むことを避け、付着効率をよくするため）。
　また、虫よけ剤には、ウ
エットティッシュタイプや
ジェルタイプなど塗るタイ
プもあります。

３　さされてしまったときは…

　さされてしまったときは、すぐにきれいな水
で洗い流して冷やしましょう。ぬれタオルで冷
やすとかゆみが落ち着きます。
　冷やしたら水気をふき取り、薬を塗ります。
主治医や薬剤師に相談し、適切な医薬品を使用
しましょう。症状がひどくなった場合や心配な
ときは、医師に診察してもらうと安心です。

４　爪を短く切って、手は清潔に…

　爪を短く切って、手を清潔にするよう心掛け
ましょう。虫にさされたところがかゆいため、
無意識にかいてしまいます。皮膚をひっかいて
しまうと、水疱ができ、それが破れて細菌に感
染しやすくなります。細菌に感染してしまうと、
化膿して跡が残ったり、とびひになったりする
ことがあるので、爪を短く切り、手を清潔にす
るよう心掛け、かきむしらないようにしましょ
う。

（市弥栄支所市民福祉課）

　

子
育
て
支
援
課
で
は
仕
事
を
探

し
て
い
る
母
子
家
庭
の
母
の
た
め

の
就
業
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

窓
口
で
登
録
を
し
た
人
を
対
象

に
、
就
業
や
転
職
の
相
談
受
付
や

求
人
情
報
の
提
供
な
ど
の
手
助
け

を
す
る
事
業
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

対
象　

母
子
家
庭
の
母（
た
だ
し
、

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
人

は
除
く
）

受
付
日　

月
曜
日
～
金
曜
日（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　

子
育
て
支
援
課

料
金　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
１
）

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布

子どもの虫さされ

母
子
家
庭
の
母
の
た
め
の

就
労
支
援
事
業
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

特
別
資
金

対
象　

県
外
の
看
護
師
養
成
施
設

の
最
終
学
年
又
は
最
終
学
年
の

１
学
年
前
の
学
年
に
在
学
し
て

い
る
看
護
学
生

募
集
人
数　
85
人

貸
与
額　

年
額
60
万
円

募
集
締
切
日　

７
月
20
日
㈬

助
産
師
特
別
資
金

対
象　

助
産
師
養
成
施
設
の
最
終

学
年
に
在
学
し
て
い
る
看
護
学

生
募
集
人
数　
10
人

貸
与
額　

年
額
１
２
０
万
円

募
集
締
切
日　

７
月
20
日
㈬

※　

貸
与
期
間
は
、
い
ず
れ
も
平

成
23
年
４
月
か
ら
平
成
24
年
３

月
ま
で
の
１
年
間
で
す
。

※　

そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
要
件
を
満

た
せ
ば
、
返
還
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

※　

詳
し
く
は
、
島
根
県
看
護
職

情
報
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.shim

a-kango.

net/問
い
合
わ
せ
先

県
医
療
政
策
課
（
☎
０
８
５
２

�
６
２
７
７
・
▢FAX
０
８
５
２
�

６
０
４
０
）

　

島
根
県
看
護
協
会
浜
田
支
部
で

は
、
会
員
の
看
護
師
や
保
健
師
が

健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
相
談
に
応

じ
る
「
ま
ち
の
保
健
室
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
５
日
㈫
・
８
月
２
日

㈫　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　

ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
１
階

内
容　

血
圧
測
定
・
体
脂
肪
測
定
・

健
康
相
談
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
看
護
協
会
浜
田
支
部

（
☎
�
７
０
９
３
）

胃がん検診（予約不要）　　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会場

旭
７月13日㈬ 8:00～10:30 木田生活改善センター
７月20日㈬ 8:00～10:30 都川高齢者活動促進センター
７月29日㈮ 8:00～10:30 重富生活改善センター

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。
受診６時間前には必ず食事を済ませてください。午
後からの受付については、検診当日の軽い朝食は結
構です。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ　など

乳がん検診　　対象　35歳以上の女性
※　予約が必要です（医療機関と検診車では、申込先
が異なりますので注意してください）。

【医療機関で受診する場合】
申込先　本庁地域医療対策課（☎�９３１１）

実施期間
平成24年２月29日㈬まで
毎週月・水・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00

実施場所 浜田医療センター内健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　県環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会場

金
城

７月11日㈪
9:00～11:30 美又公民館（みまた会館）

13:30～15:00 久佐公民館（くざ会館）

７月12日㈫
9:00～11:30 波佐公民館（ときわ会館）

13:30～15:00 小国公民館（おぐに会館）

７月14日㈭
9:00～11:30 今福公民館（ふれあい会館）

13:30～15:00 みどりかいかん

旭

７月15日㈮
9:00～11:30 都川高齢者活動促進センター

13:30～15:00 市木生活改善センター

７月21日㈭
9:00～11:30 木田生活改善センター

13:30～15:00 重富生活改善センター

弥
栄７月22日㈮

9:00～11:30 老人福祉センター

13:00～15:00 弥栄会館

三
隅７月29日㈮ 13:30～18:30 三隅保健センター

（託児あり）

　８月以降のがん検診日程については、「平成23
年度各種健（検）診日程表」をご覧ください。
※　市が実施する各種がん検診は、無料で受診す

ることができます。
問い合わせ先
　本庁地域医療対策課健康推進係（☎�９３１１）
　各支所市民福祉課

健
康
・
福
祉

島
根
県
看
護
学
生
修
学
資
金

（
特
別
資
金
・
助
産
師
特
別

資
金
）
貸
与
生
の
募
集

「
ま
ち
の
保
健
室
」
開
設

に
つ
い
て

７月各種がん検診の日程
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住
所

浜田市　　　　　　町　　　　　　番地

（　　　　町内）

氏
名

フリガナ

連
絡
先

　　　　（　　） 性
別 男　　・　　女

生
年
月
日

明・大・昭　　　　　年　　　　　月　　　　　日生

既
往
歴

・結　核　　　　　　　年頃

・胸膜炎　　　　　　　年頃
なし

・肺　炎　　　　　　　年頃

・肺浸潤　　　　　　　年頃

撮影年月日 フィルム№

所見

住
所

浜田市　　　　　　町　　　　　　番地

（　　　　町内）

氏
名

フリガナ

連
絡
先

　　　　（　　） 性
別 男　　・　　女

生
年
月
日

明・大・昭　　　　　年　　　　　月　　　　　日生

既
往
歴

・結　核　　　　　　　年頃

・胸膜炎　　　　　　　年頃
なし

・肺　炎　　　　　　　年頃

・肺浸潤　　　　　　　年頃

撮影年月日 フィルム№

所見

　結核症状がないうちに早期発見するために
は、レントゲン検診が必要です。ぜひ受けましょ
う。

対象　65歳以上
料金　無料
日程　次ページにあります。
※　昨年から場所が若干変更になっています。

近くの場所を確認してください。

結核レントゲン検診
撮影票

　左の撮影票を切り取って使ってください。
※　太枠内を記入してください。撮影票が足り

ない場合は、会場にも用意しています。

　精密検査が必要な人には１か月後くらいにお
知らせします。通知がない人は「異常なし」です。

◎検診はどこの場所で受けてもかまいませ
ん。

◎ネックレスなどははずし、すぐに撮影でき
るような服装で受診してください。

◎健康手帳のある人は持参してください。

問い合わせ先
本庁地域医療対策課（☎�９３１１）
各支所市民福祉課

切　り　取　り　線

切　り　取　り　線

切　

り　

取　

り　

線

切　

り　

取　

り　

線

平成2₃年度
結核レントゲン検診の

お知らせ
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

浜　　田
日 時間 場所 日 時間 場所

７
月
１
日
㈮

9:00～ 9:30 俵薬局前 ７
月
６
日
㈬

11:45～12:00 長浜商港会館
9:45～10:00 瀬戸見文化センター 13:30～13:50 日脚児童館
10:20～10:40 紺屋町ふれあい広場 14:00～14:30 周布公民館
11:00～11:15 再会駐車場

７
月
26
日
㈫

9:00～ 9:15 松本克己様宅前（内田町）
11:30～11:45 田中実酒店横（朝日町） 9:25～ 9:45 美川公民館
13:15～13:50 医師会館前 10:05～10:15 一の瀬集会所

14:00～14:15 環境保健公社
（旧成人病センター奥）

10:25～10:35 草森勝美様宅前（鍋石町）
13:00～13:15 櫟田原公民館

14:30～15:00 浜田保健所 13:35～13:45 田橋上町内集会所
15:15～15:30 市役所本庁 13:55～14:05 美川公民館西分館

７
月
４
日
㈪

9:00～ 9:10 後野８町内公民館 14:20～14:30 横山老人肉用牛センター
9:25～ 9:35 後野４町内公民館

14:45～14:55 三浦和人様宅前
（内村町牛谷公民館横）9:50～10:00 佐野小学校

10:15～10:35 石見公民館宇津井分館 15:10～15:20 門田地区公民館
10:55～11:05 河内集会所

15:30～15:40 ＪＦしまね浜田支所
津摩出張所11:20～11:40 靴のまつむら駐車場

13:00～13:20 浜田ビューティーカレッジ 16:00～16:15 陽光台集会所
13:30～13:50 緑ケ丘相談室 16:30～16:45 大麻公民館
14:00～14:20 ラ・ペアーレ浜田

７
月
27
日
㈬

9:00～ 9:20 下有福研修センター

14:30～14:50 県営住宅黒川団地
４の３町内集会所

9:30～ 9:40 大峠口バス停前（大金町）
9:50～10:15 順興寺前

15:00～15:20 中山工務店駐車場 10:25～10:45 ＪＡいわみ上府支所前

７
月
５
日
㈫

9:00～ 9:10 長見町２町内公民館 10:55～11:10 フレンズスーパー前
9:20～ 9:30 石見公民館長見分館 13:00～13:20 久代公民館
10:00～10:10 西岡公民館 13:40～13:50 国分自治会館
10:20～10:30 石見公民館細谷分館 14:10～14:40 国府公民館
10:45～10:55 三階町東岡公民館

14:50～15:20 ＪＦしまね浜田支所
国府出張所11:10～11:20 三階町５町内公民館

13:00～13:10 野原２町内公民館 15:40～16:00 佐々木米穀店前（下府町）
13:20～13:30 市総合福祉センター

８
月
31
日
㈬

9:00～ 9:10 めさまし食堂看板前
13:40～13:50 竹迫４町内集会所 9:20～ 9:30 生湯町３町内公民館
14:10～15:00 石見公民館 9:40～ 9:55 生湯町４町内会集会所
15:20～15:30 笠柄３町内集会所前 10:05～10:25 二反田団地集会所
15:45～16:00 浜田浄化センター前 10:35～10:55 長沢２町内児童館
16:15～16:30 クボタ牛乳前

11:05～11:15 秋田哲男様宅前
（桜ケ丘団地）

７
月
６
日
㈬

9:00～ 9:15 福井集会所
9:30～ 9:40 小福井団地集会所 11:30～11:45 ホワイト急便神在坂店前
9:55～10:20 石原集会所

10:35～11:00 柴田畳店前
11:15～11:30 長浜公民館

弥　　栄
日 時間 場所 日 時間 場所 日 時間 場所

８
月
22
日
㈪

9:00～ 9:30 老人福祉センター
８
月
22
日
㈪

14:25～14:35 横谷集会所

８
月
23
日
㈫

10:50～11:00 程原下集会所
9:40～ 9:50 大斉集会所 14:45～15:00 小角集会所 11:15～11:35 弥栄会館
10:00～10:10 野坂旧消防車庫前 15:10～15:25 交流センターかどた 13:10～13:40 西の郷ライスセンター
10:20～10:35 野坂集会所 15:35～15:45 日高集会所 14:00～14:10 小熊集会所
10:45～11:00 六歩谷集会所 15:55～16:05 青尾集会所 14:20～14:30 下田野原集会所
11:10～11:25 金岡集会所

８
月
23
日
㈫

9:00～ 9:10 畑集会所 14:40～14:50 上田野原集会所
11:35～11:45 高内精米所 9:20～ 9:30 山賀集会所 15:05～15:15 熊の山集会所
13:00～13:20 弥栄会館 9:40～10:00 小坂集会所 15:25～15:35 谷集会所
13:30～13:45 稲代集会所 10:05～10:15 西河内集会所 15:45～16:00 老人福祉センター
13:55～14:10 大坪センター 10:30～10:40 程原上集会所

金　　城
日 時間 場所

７
月
25
日
㈪

9:00～ 9:10 カットサロン勝美前
9:20～ 9:30 東下久佐集会所
9:40～ 9:50 旧ＪＡ久佐事業所横
10:00～10:10 河野信子様宅前
10:20～10:30 浄光寺谷バス回転場
10:40～10:50 久佐公民館（くざ会館）
11:00～11:15 上長屋集会所前
11:25～11:35 上組集会所前
11:45～11:55 大谷集会所
13:00～13:10 かたらいの家
13:20～13:30 青原集会所前
13:40～13:50 伊木集会所前
14:00～14:20 小笹集会所前
14:30～14:40 新開集会所前

８
月
３
日
㈬

9:30～ 9:40 ドライブイン山女前
9:45～ 9:55 三葉寮前
10:10～10:20 若生まなびや館下
10:30～10:40 亀谷原消防詰所
10:45～10:55 栄和機工前
11:05～11:20 長田消防詰所横
11:30～11:45 波佐公民館（ときわ会館）
13:15～13:25 柚根集荷場前
13:35～13:45 横山義孝様宅前
13:55～14:05 小国公民館（おぐに会館）
14:25～14:35 みどりかいかん

８
月
４
日
㈭

9:00～ 9:15 今福公民館（ふれあい会館）
9:25～ 9:35 二タ村集会所前
9:45～ 9:55 皆合集会所付近
10:10～10:20 追原郷集会所前
10:30～10:40 大元集会所
10:50～11:00 大屋勇様宅前
11:15～11:25 植松集会所前
11:35～11:45 新原集会所前
13:00～13:10 美又国民保養センター前
13:20～13:30 越沢集会所前
13:40～13:50 入野集会所前
14:00～14:10 岩崎隆行様宅前
14:20～14:30 山田稔明様宅前
14:40～14:50 金田会館前
15:00～15:10 よりあい会館横

平成23年度結核レントゲン検診日程表
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

旭
日 時間 場所

８
月
５
日
㈮

9:00～ 9:10 丸原寺廻り集会所
9:20～ 9:30 丸原センター
9:45～ 9:55 しろつの生活センター

10:10～10:20 木田生活改善センター
10:40～10:50 重富生活改善センター
11:10～11:20 和田生活改善センター
11:40～12:00 旭保健センター

８
月
19
日
㈮

9:00～ 9:10 本郷生活改善センター
9:25～ 9:35 戸川生活改善センター
9:50～10:00 岩畳生活改善センター
10:15～10:30 越木多目的集会所
10:50～11:00 来尾集会所
11:20～11:40 早水生活改善センター
13:00～13:10 東都川集会所
13:20～13:30 都川高齢者活動促進センター
13:40～13:50 西都川集会所
14:10～14:20 坂本構造改善センター

三　　隅
日 時間 場所 日 時間 場所

８
月
24
日
㈬

8:30～ 8:50 松原集会所 ８
月
29
日
㈪

13:00～13:20 東平原上集会所
9:10～ 9:30 岡見駅舎 13:40～13:55 下室谷集会所
9:40～10:20 岡見公民館 14:10～14:25 上室谷集会所
10:30～10:45 西の谷集会所 14:35～14:50 中田常男様宅前
10:55～11:10 床並ゲートボール場前

８
月
30
日
㈫

8:30～ 9:20 海石集会所
13:00～13:10 的野集会所 9:30～10:00 谷集会所
13:25～13:40 黒沢集会所 10:10～10:25 今浦集会所
13:50～14:00 井川集会所 10:35～10:50 ゆうひパーク三隅
14:15～14:25 上古和集会所 11:00～11:30 市役所三隅支所
14:40～15:00 黒沢公民館 13:00～13:30 中組集会所
15:10～15:25 矢原八幡宮下 13:40～14:10 古湊漁村センター
15:30～15:50 矢原集会所 14:20～14:50 三保公民館

８
月
29
日
㈪

8:30～ 8:45 芦谷集会所 15:05～15:20 河内集会所
9:00～ 9:20 みのり会館 15:30～15:45 三隅保健センター
9:35～10:00 小原集会所
10:30～10:50 大谷八幡宮下
11:10～11:30 市場集会所

　

市
で
は
介
護
人
材
の
安
定
的
確

保
・
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
介
護
人
材
確
保
・
定
着
対
策

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
業
内
容

　

新
卒
者
又
は
現
在
介
護
職
場
に

従
事
し
て
い
な
い
人
（
支
給
対
象

者
の
条
件
を
満
た
し
た
人
）
を
介

護
職
員
と
し
て
雇
用
し
、
３
か
月

以
上
継
続
的
に
雇
用
し
た
市
内
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
対
し
、

支
度
金
及
び
研
修
費
を
支
給
し
ま

す
。

支
給
対
象
者

・
同
一
介
護
職
場
に
３
か
月
以
上

従
事
し
た
人

・
正
職
員
又
は
嘱
託
職
員
と
し
て

採
用
さ
れ
た
人

支
給
内
容

　

採
用
者
へ
支
度
金
と
し
て
１
人

に
つ
き
20
万
円
（
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

者
は
30
万
円
）
を
支
給
し
た
事
業

所
に
対
し
、
雇
用
か
ら
３
か
月
経

過
後
に
採
用
者
１
人
に
つ
き
10
万

円
（
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
は
20
万
円
）

を
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
職
員
を
雇
用
し
た

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
研
修
会

な
ど
を
実
施
す
る
場
合
、
１
事
業

所
あ
た
り
10
万
円
を
限
度
に
そ
の

経
費
を
補
助
し
ま
す
。

事
業
実
施
予
定
期
間

平
成
24
年
３
月
31
日
㈯
ま
で

（
平
成
23
年
12
月
31
日
㈯
ま
で

の
雇
用
分
に
つ
い
て
）

申
請
期
間　

継
続
雇
用
期
間
（
３

か
月
）
満
了
後
30
日
又
は
満
了

日
の
属
す
る
年
度
の
３
月
31
日

の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で

※　

申
請
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
�
９
３
２
０
）

日
時　

７
月
23
日
㈯

午
後
１
時
～
４
時

場
所　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

○
講
演
会　

田
中
幸
子
さ
ん
（
全

国
自
死
遺
族
連
絡
会
・
藍
の
会

代
表
）

○
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
・
ギ
タ
ー
弾

き
語
り　

木
下
徹
さ
ん

○
遺
族
は
語
る

①
配
偶
者
を
亡
く
し
た
立
場

②
兄
弟
を
亡
く
し
た
立
場

③
子
ど
も
を
亡
く
し
た
立
場

○
意
見
交
換

自
死
遺
族
パ
ネ
ル
展（
同
時
開
催
）

日
時　

７
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
６
時
（
24
日

㈰
は
午
後
５
時
ま
で
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
�
９
３
２
２
）

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

代
表　

桑
原
正
好
さ
ん

（
☎
０
９
０-

４
６
９
２-

５

９
６
０
）

平成23年度結核レントゲン検診日程表

介
護
人
材
確
保
・
定
着
対
策

事
業
補
助
金
に
つ
い
て

し
ま
ね
自
死
遺
族
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
１
ｉｎ
浜
田

～
自
死
︑
そ
の
苦
悩
か
ら

真
実
を
も
と
め
て
～
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

県
で
は
、「
健
康
長
寿
日
本
一
」

を
目
指
し
、
県
民
と
の
協
働
に
よ

る
生
涯
現
役
社
会
づ
く
り
を
進
め

て
お
り
、
こ
の
取
組
の
一
環
と
し

て
平
成
18
年
度
か
ら
表
彰
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

心
身
と
も
に
健
康
で
、
い
く
つ

に
な
っ
て
も
現
役
意
識
を
持
ち
続

け
、
社
会
と
の
関
わ
り
を
持
ち
な

が
ら
生
活
し
て
い
る
百
歳
以
上
の

「
し
ま
ね
健
康
超
寿
者
」
を
祝
福

し
、
長
寿
の
素
晴
ら
し
さ
を
県
民

へ
周
知
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り

へ
の
意
識
高
揚
を
図
り
ま
す
。

※　

ス
ー
パ
ー
長
寿
者
と
い
う
意

味
か
ら
、「
超
寿
」
と
い
う
言
葉

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

県
内
に
在
住
す
る
百

歳
以
上
（
平
成
23
年
９
月
１
日

現
在
）
の
人
で
、
心
身
と
も
に

健
康
で
、
社
会
と
の
関
わ
り
を

持
ち
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
健

康
超
寿
者

応
募
方
法　

し
ま
ね
健
康
超
寿
者

推
薦
書
（
本
庁
高
齢
者
障
が
い

者
福
祉
課
及
び
各
支
所
市
民
福

祉
課
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
日　

７
月
11
日
㈪

選
考
方
法　

市
長
が
候
補
者
を
県

へ
推
薦
し
、
県
選
考
委
員
会
で

決
定
さ
れ
ま
す
。

※　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
県

へ
の
推
薦
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

表
彰　

９
月
上
旬
に
、
知
事
又
は

県
高
齢
者
福
祉
課
が
受
賞
し
た

人
の
自
宅
を
訪
問
し
、
表
彰
状

及
び
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
�
９
３
２
０
）

　

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
」
及
び
「
青
少
年

の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月

間
」
で
す
。

　

近
年
、
犯
罪
が
深
刻
な
脅
威
と

し
て
社
会
の
重
大
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
犯
罪
が
生
ま

れ
る
の
は
地
域
社
会
で
あ
り
、
ま

た
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
を
し
た

少
年
の
更
生
を
促
す
場
も
地
域
社

会
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。そ
し
て
、

そ
の
更
生
を
実
効
あ
る
も
の
と
す

る
た
め
に
は
、
本
人
の
意
欲
と
併

せ
、
本
人
を
取
り
巻
く
地
域
社
会

の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

こ
の
強
調
月
間
に
は
、
全
て
の

人
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
く
た

め
、“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち

直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

と
し
て
、
全
国
的
に
推
進
運
動
が

展
開
さ
れ
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
か
け
が
え
の

な
い
存
在
で
あ
る
と
い
う
認
識
に

立
ち
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
共
に
感

じ
、
学
び
、
ふ
れ
あ
い
と
対
話
を

深
め
、
皆
さ
ん
の
理
解
と
参
加
の

も
と
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
福
祉
課

（
☎
�
９
３
０
０
）

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
戦
闘
地

域
や
遺
骨
収
集
の
で
き
な
い
海
上

に
お
い
て
、
戦
没
者
を
慰
霊
す
る

た
め
、
遺
族
を
主
体
と
し
た
慰
霊

巡
拝
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。

遺
族
の
範
囲　

慰
霊
巡
拝
を
行
う

地
域
に
お
け
る
戦
没
者
の
配
偶

者
（
再
婚
し
た
人
を
除
く
。）・

子
・
父
母
・
兄
弟
姉
妹

※　

当
該
地
域
に
お
け
る
慰
霊
巡

拝
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
人

及
び
当
該
地
域
を
一
度
も
訪
問

し
た
こ
と
が
な
い
人
を
優
先
し

ま
す
。

遺
族
代
表
と
し
て
の
条
件

健
康
状
態
が
良
好
で
、
長
途
の

旅
行
な
ど
に
耐
え
ら
れ
る
、
原

則
80
歳
以
下
の
人

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

（
☎
�
９
３
０
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

慰霊巡拝派遣地域
派遣地域

実施予定時期 実施
期間

派遣予定
人員（全国）申込締切日

区分 地名

南方

東部ニューギニア 11月９日㈬～16日㈬ ８日間 30人 ７月19日㈫

フィリピン 平成24年
２月15日㈬～24日㈮ 10日間 60人 10月14日㈮

硫黄島（第１次） 調整中 ２日間 100人 調整中

硫黄島（第２次） 調整中 ２日間 100人 調整中

硫黄島（第３次） 調整中 ２日間 100人 調整中

し
ま
ね
健
康
超
寿
者

候
補
者
の
募
集

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

強
調
月
間

戦
没
者
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

～
慰
霊
巡
拝
の
お
知
ら
せ
～
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付

が
始
ま
り
ま
し
た
。

対
象　

戦
後
強
制
抑
留
者
で
、
平

成
22
年
６
月
16
日
現
在
で
日
本

国
籍
を
有
す
る
存
命
の
人

請
求
受
付
期
限

平
成
24
年
３
月
31
日
㈯

※　

平
和
記
念
事
業
特
別
基
金
か

ら
請
求
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

ま
だ
、
届
い
て
い
な
い
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

（独）
平
和
記
念
事
業
特
別
基
金
事

業
部
特
別
給
付
金
担
当

（
☎
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
０
５
７
０

-

０
５
９-

２
０
４
）

受
付
時
間　

平
日　

午
前
９
時
～

午
後
６
時
（
土
・
日
・
祝
日
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。）

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
な

ど
（
事
変
地
の
区
域
又
は
戦
地
の

区
域
）
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生

勤
務
に
従
事
し
た
「
旧
日
本
赤
十

字
社
救
護
看
護
婦
」・「
旧
陸
海
軍

従
軍
看
護
婦
」
の
人
（
慰
労
給
付

金
受
給
者
を
除
く
。）
に
対
し
て
、

そ
の
労
苦
に
報
い
る
た
め
、
内
閣

総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
ま

す
。

請
求
期
限

平
成
25
年
３
月
31
日
㈰（
必
着
）

請
求
用
紙
の
設
置
場
所

市
役
所
本
庁
地
域
福
祉
課
地
域

福
祉
係
（
１
階
⑦
番
窓
口
）
及

び
各
支
所
市
民
福
祉
課

請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管
理

室
業
務
担
当
【
〒
１
０
０-

８

９
２
６　

東
京
都
千
代
田
区
霞

が
関
２-
１-

２　

中
央
合
同

庁
舎
２
号
館
８
階
（
☎
０
３-

５
２
５
３-
５
１
８
２
）】

　

75
歳
以
上
の
人
（
65
歳
以
上
で

広
域
連
合
が
障
が
い
認
定
し
た
人

を
含
む
。）
が
、
現
在
使
っ
て
い
る

被
保
険
者
証
（
う
ぐ
い
す
色
）
は
、

７
月
31
日
㈰
ま
で
使
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
８
月
１
日
㈪
か
ら
使
用

す
る
被
保
険
者
証（
オ
レ
ン
ジ
色
）

は
、
７
月
中
に
送
付
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
中
の
所
得
の
状
況
な

ど
に
よ
り
、
医
療
機
関
で
負
担
す

る
割
合
が
、
８
月
か
ら
変
更
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
被
保
険
者

証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
自
己
負
担

割
合
（
「
１
割
」
又
は
「
３
割
」）

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
で
の
医
療
費
の
窓
口
負

担
に
つ
い
て

　

医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し
た
と

き
は
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
一
部

を
負
担
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
１
割
負
担
に
な
り

ま
す
が
、
次
の
現
役
並
み
所
得
者

に
該
当
す
る
人
は
３
割
負
担
に
な

り
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
に
、「
一
部
負
担
金
の
割

合
」
と
し
て
、「
１
割
」
又
は
「
３

割
」
と
表
記
さ
れ
ま
す
。

現
役
並
み
所
得
者

　

住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万

円
以
上
の
所
得
の
あ
る
被
保
険
者

が
１
人
で
も
い
る
世
帯
は
、
そ
の

世
帯
の
被
保
険
者
全
員
が
現
役
並

み
所
得
者
と
な
り
、
一
部
負
担
金

の
割
合
は
「
３
割
」
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
申
請
に
よ
り
「
１
割
」

負
担
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す（
該

当
す
る
人
に
は
、案
内
を
し
ま
す
）。

い
る
場
合
は
、「
後
期
高
齢
者
医

療
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
を
医
療
機
関
の
窓
口

に
提
示
す
る
こ
と
で
、
入
院
し
た

と
き
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
で
、
現
在
入
院
し

て
い
る
人
、
又
は
こ
れ
か
ら
入
院

を
予
定
し
て
い
る
人
は
、
認
定
証

の
申
請
手
続
が
で
き
ま
す
。
申
請

し
た
月
の
初
日
か
ら
適
用
さ
れ
、

毎
年
８
月
に
更
新
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
現
在
認
定
を
受
け
て
い

る
人
は
有
効
期
間
が
７
月
末
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
再
度

申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
２
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

平
成
22
年
中
の
所
得
額
な
ど
の

確
定
に
伴
い
、
７
月
中
旬
に
平
成

23
年
度
保
険
料
額
に
関
す
る
通
知

を
送
付
し
ま
す
。

納
付
方
法
に
つ
い
て

　

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
）
と
普

通
徴
収（
納
付
書
及
び
口
座
振
替
）

の
２
種
類
が
あ
り
、特
別
徴
収
は
、

申
請
に
よ
り
普
通
徴
収
（
口
座
振

替
）
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
納
付
す
る
保
険
料
の
総
額
は

変
わ
り
ま
せ
ん
）。

変
更
の
手
続
に
つ
い
て

⑴　

市
へ
保
険
料
の
支
払
方
法
変

更
の
申
出
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

⑵　

金
融
機
関
で
口
座
振
替
依
頼

の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

口
座
振
替
に
変
更
し
た
場
合
、

そ
の
社
会
保
険
料
控
除
は
、
口

座
振
替
に
よ
り
納
付
し
た
人
が

適
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
世
帯
全
体
の
所

得
税
や
住
民
税
が
減
額
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
が
、

住
民
税
非
課
税
の
世
帯
に
属
し
て

戦
後
強
制
抑
留
者
の

皆
さ
ん
へ

戦
地
な
ど
で
従
事
さ
れ
た

看
護
婦
に
内
閣
総
理
大
臣

の
書
状
を
贈
呈
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

か
ら
の
お
知
ら
せ

保
険
・
医
療
・
年
金

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
の
一
斉
更
新
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
の
申
請
に
つ
い
て

保
険
料
額
の
お
知
ら
せ
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　国民健康保険加入者が入院したとき、医療機関で支払う医療費は、下表の自己負担限度額
までとなります。ただし、医療機関の窓口において保険証のほかに、「国民健康保険限度額
適用認定証」の提示が必要となりますので、入院する際は早めに申請してください。

医療費自己負担限度額 入院した場合の食事代

　入院したときには、医療費とは別に食
事代が必要になりますが、70歳未満の市
民税非課税世帯（Ｃ）及び70歳以上75歳
未満の低所得者Ⅰ・Ⅱに該当する人は、
１食あたり260円の食事代が次のとおり
減額されます。

※　７月31日㈰までに認定を受けている人が、８月から引き続き認定を受けるためには、
再度申請が必要ですので注意してください。

申請・問い合わせ先　本庁医療保険課国保係（☎�９４１０）・各支所市民福祉課

70歳未満の人
所得区分（注１) ３回目までの限度額 ４回目以降

の限度額

上位所得者世帯(Ａ) 150,000円＋
(総医療費－500,000円)×１％ 83,400円

市民税課税世帯(Ｂ) 80,100円＋
(総医療費－267,000円)×１％ 44,400円

市民税非課税世帯(Ｃ) 35,400円 24,600円

70歳以上75歳未満の人（後期高齢者医療適用者を除く）

所得区分（注２） 自己負担限度額
外来（個人ごと） （外来＋入院）

低所得者Ⅱ 8,000円 24,600円
低所得者Ⅰ 15,000円

70歳未満の人
所得区分 過去１年

入院日数 １食につき

市民税非課税
世帯（Ｃ）

90日以下 210円
91日以上 160円

70歳以上75歳未満の人
（後期高齢者医療適用者を除く）

所得区分 過去１年
入院日数 １食につき

低所得者Ⅱ 90日以下 210円
91日以上 160円

低所得者Ⅰ 100円

₆5歳以上75歳未満の人
（後期高齢者医療適用者を除く）

所得区分 食費（１食につき）
市民税非課税世帯(Ｃ)
低所得者Ⅱ 210円

低所得者Ⅰ 130円

　同じ世帯の国保加入者（世帯主を含む。）全員が市民
税非課税の人に限り、申請により「国民健康保険限度額
適用・標準負担額減額認定証」が交付されます。
（注２）
低所得者Ⅱ　同じ世帯の国保加入者（世帯主を含む。）全

員が市民税非課税の人
低所得者Ⅰ　低所得者Ⅱのうち、その国保加入者（世帯

主を含む。）全員の所得が一定基準額以下の人

（注１）
上位所得者世帯　国民健康保険料の算定基礎となる基礎

控除後の総所得金額が600万円を越える世帯
市民税課税世帯　上位所得者世帯を除き、同じ世帯の国

保加入者（世帯主を含む。）のいずれかに市民税課税
者がいる世帯

市民税非課税世帯　同じ世帯の国保加入者（世帯主を含
む。）全員が市民税非課税者となる世帯

※　70歳未満の人で保険料に滞納がある場合は、認定証
の交付ができません。

申請に必要なもの　保険証・印鑑

療養病床に入院したときの食費・居住費
　療養病床に入院している65歳以上の人
については、１食あたり460円の食事代
が次のとおり減額されます。また、居住
費として１日あたり320円の負担があり
ます。

国
民
年
金
基
金
と
は
？

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

が
、
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
老
齢
基
礎

年
金
に
上
乗
せ
を
す
る
公
的
な
年

金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
人
は
？

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
自
営
業

な
ど
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※　

加
入
は
任
意
で
す
が
、
加
入

後
は
自
分
の
都
合
で
任
意
に
脱

退
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※　

国
民
年
金
の
付
加
年
金
を
納

付
し
て
い
る
人
が
基
金
に
加
入

し
た
場
合
、
付
加
年
金
の
納
付

は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

毎
月
の
掛
金
は
？

　

掛
金
は
加
入
時
の
年
齢
・
性

別
・
選
択
す
る
給
付
の
型
と
口
数

に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

・
掛
金
の
上
限
は
、
月
額
６
万
８

千
円
で
す
。

・
掛
金
の
払
込
期
間
は
、
加
入
時

か
ら
60
歳
到
達
時
点
ま
で
で
す
。

国
民
年
金
基
金
の
メ
リ
ッ
ト

○
年
金
額
が
確
定
︑
掛
金
額
も
一

定
・
掛
金
の
支
払
に
よ
り
、
将
来
受

け
取
る
年
金
額
が
確
定
し
ま
す
。

　国民健康保険加入者が入院したとき、医療機関で支払う医療費は、下表の自己負担限度額

国民健康保険加入者が入院した場合の窓口負担について

国
民
年
金
基
金
に
加
入

し
ま
せ
ん
か
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・
加
入
時
の
掛
金
は
60
歳
ま
で
変

わ
り
ま
せ
ん
（
途
中
で
口
数
を

変
更
し
な
い
場
合
）。

※　

若
い
と
き
に
加
入
す
る
ほ
ど

毎
回
の
掛
金
負
担
額
が
少
な
く

て
済
み
ま
す
。

○
税
制
上
の
優
遇

・
掛
金
は
、
全
額
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
自
由
な
プ
ラ
ン
設
計

・
加
入
後
も
掛
金
の
額
を
口
数
単

位
で
増
減
で
き
ま
す
（
増
口
は

年
度
内
に
１
回
限
り
）。

・
掛
金
を
年
度
分
前
納
す
る
と
割

引
が
あ
り
ま
す
。

○
万
が
一
の
と
き
は
家
族
に
一
時

金
・
万
が
一
、
早
期
に
亡
く
な
っ
た

と
き
は
、
家
族
に
遺
族
一
時
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
掛
け

捨
て
に
な
り
ま
せ
ん
（
Ｂ
型
を

除
く
）。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
国
民
年
金
基
金

（
☎
０
８
５
２
�
１
６
１
１
・

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０-

６
５-

４
１
９
２
）

h
ttp

://k
o
k
u
k
i-sh

im
a
n
e.

or.jp/

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
、
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

金
城
中
学
校
人
権
集
会

日
時　

７
月
10
日
㈰

　

午
前
９
時
40
分
～
11
時
20
分

場
所　

金
城
中
学
校
体
育
館

演
題　
35
年
目
の
ラ
ブ
レ
タ
ー

講
師　

西
畑　

保
さ
ん
（
奈
良
市

立
春
日
中
学
校
夜
間
学
級
）

第
三
中
学
校
人
権
集
会

日
時　

７
月
10
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所　

第
三
中
学
校
体
育
館

演
題　

そ
し
て
君
、
愛
に
な
れ

講
師　

む
か
い
治
英
さ
ん
（
元
久

留
米
市
社
会
同
和
教
育
指
導

員
）

第
四
中
学
校
人
権
集
会

日
時　

７
月
10
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　

第
四
中
学
校
体
育
館

演
題　

そ
し
て
君
、
愛
に
な
れ

講
師　

む
か
い
治
英
さ
ん
（
元
久

留
米
市
社
会
同
和
教
育
指
導

員
）

浜
田
養
護
学
校
地
域
と
と
も
に
人

権
講
座

日
時　

８
月
１
日
㈪

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
会

議
室

演
題　

ち
ょ
っ
と
心
を
か
し
て
く

れ
ま
せ
ん
か

講
師　

宮
﨑
保
さ
ん
（
ヒ
ュ
ー
マ

ン
バ
ン
ド
「
熱
と
光
」
代
表
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

金
城
中
学
校
（
☎
�
０
０
４
４
）

第
三
中
学
校
（
☎
�
１
１
５
０
）

第
四
中
学
校
（
☎
�
０
８
１
３
）

浜
田
養
護
学
校

（
☎
�
２
２
０
０
）

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
み

な
が
ら
参
加
で
き
、
身
近
な
人
権

課
題
と
人
権
の
大
切
さ
、「
生
き

る
こ
と
」「
か
け
が
え
の
な
い
命
」

に
つ
い
て
気
付
き
、
学
び
、
考
え

る
こ
と
の
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

同
時
開
催　

人
権
・
同
和
問
題
を

考
え
る
県
民
の
つ
ど
い

日
時　

７
月
24
日
㈰　

午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分

場
所　

く
に
び
き
メ
ッ
セ
大
展
示

場
（
松
江
市
）

内
容

・
講
演
会　

村
崎
太
郎
さ
ん
ト
ー

ク
ラ
イ
ブ
＆
猿
ま
わ
し

「
橋
は
か
か
る
～
被
差
別
部
落

に
生
ま
れ
育
っ
て
～
」（
仮
）

・
島
根
ス
サ
ノ
オ
マ
ジ
ッ
ク
選
手

２
人
に
よ
る
１
日
人
権
擁
護
委

員
啓
発
活
動

・
第
二
中
学
校
に
よ
る
実
践
発
表

・
横
並
び
の
会
（
安
来
市
）
に
よ

る
人
権
寸
劇　

な
ど

料
金　

無
料

※　

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
・
託

児
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
人
権
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
６
４
７
６
）

　

県
で
は
、
女
性
が
持
て
る
力
を

十
分
に
発
揮
し
て
、
地
域
で
い
き

い
き
と
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
「
公
益
信
託
し
ま
ね
女
性

フ
ァ
ン
ド
」
を
設
立
し
、
女
性
を

中
心
に
活
動
し
て
い
る
団
体
な
ど

に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
団
体　

県
内
の
女
性
を
中
心

に
活
動
し
て
い
る
民
間
団
体
・

グ
ル
ー
プ
（
構
成
員
は
お
お
む

ね
10
人
以
上
で
、
そ
の
半
数
以

上
が
女
性
で
あ
る
こ
と
が
目
安

と
な
り
ま
す
。）

対
象
事
業　
10
月
１
日
㈯
～
平
成

24
年
３
月
31
日
㈯
に
実
施
す
る

次
の
事
業

⑴　

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

⑵　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

⑶　

次
代
を
担
う
人
づ
く
り

⑷　

水
と
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り

助
成
金
額　

１
件
あ
た
り
１
万
～

50
万
円

募
集
締
切
日　

７
月
15
日
㈮
（
当

日
消
印
有
効
）

申
込
方
法　

申
請
用
紙
（
本
庁
人

権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
及

び
各
支
所
自
治
振
興
課
に
あ
り

ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
決
定　

９
月
下
旬

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

㈶
し
ま
ね
女
性
セ
ン
タ
ー
内
公

益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド

事
務
局
（
☎
０
８
５
４
�
５
５

１
４
・
▢FAX
０
８
５
４
�
５
５
８

９
）

人
権

人
権
集
会

し
ま
ね
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
１
「
み
ん
な
で
築
こ
う

人
権
の
世
紀
」

公
益
信
託
し
ま
ね
女
性

フ
ァ
ン
ド
平
成
2₃
年
度

後
期
助
成
事
業
の
募
集
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次
世
代
を
担
う
子
ど
も
や
若
者

の
健
全
育
成
、
ひ
き
こ
も
り
や

ニ
ー
ト
・
不
登
校
な
ど
の
困
難
を

抱
え
る
子
ど
も
や
若
者
の
自
立
支

援
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、

６
月
か
ら
「
青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
開
設
し
て
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ね
40
歳
ま
で
の
ひ
き
こ
も
り
な
ど

の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
概
要

所
在
地　

京
町
50
番
地
（
旧
山
陰

合
同
銀
行
浜
田
西
出
張
所
店

舗
）

電
話
番
号　

�
０
９
８
５

相
談
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
１
２
０-

７
８
３-

４

１
９
）

駐
車
場　

建
物
裏
に
専
用
駐
車
場

が
あ
り
ま
す
。

業
務
内
容

○
青
少
年
健
全
育
成
事
業

○
養
育
・
教
育
不
安
の
相
談

○
ひ
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
の
居
場

所
・
自
立
支
援
事
業

○
学
習
支
援
事
業

○
子
ど
も
会
事
務
局
・
子
ど
も

ニ
ュ
ー
ス
の
発
行

開
所
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
（
土
・
日
・
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
。）

利
用
対
象
者

⑴　

育
児
や
教
育
な
ど
に
不
安
の

あ
る
保
護
者

⑵　

学
校
生
活
な
ど
に
不
安
の
あ

る
児
童
・
生
徒

⑶　

ひ
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
の
状

態
で
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
、

又
は
そ
の
家
族

※　

相
談
や
援
助
が
必
要
な
人
の

相
談
窓
口
と
し
て
気
軽
に
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
に
関

す
る
秘
密
は
か
た
く
守
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
０
９
８
５
）

　

な
お
、
市
役
所
本
庁
地
階
で

行
っ
て
い
ま
し
た
「
青
少
年
サ

ポ
ー
ト
は
ま
だ
」
で
の
相
談
業
務

は
、こ
の
セ
ン
タ
ー
に
移
転
し
て
、

子
ど
も
や
保
護
者
な
ど
か
ら
の
悩

み
や
不
安
な
ど
の
相
談
、
お
お
む

韓
国
語
講
座
（
入
門
２
）

　

韓
国
語
の
文
字
が
分
か
る
人
を

対
象
に
、
市
国
際
交
流
員
の
金
穂

原
さ
ん
が
韓
国
語
の
基
礎
文
法
や

簡
単
な
会
話
を
や
さ
し
く
教
え
ま

す
。

対
象　

ハ
ン
グ
ル
の
読
め
る
人

日
時　

７
月
12
日
㈫
・
19
日
㈫
・

26
日
㈫
・
８
月
２
日
㈫
・
９
日

㈫
・
23
日
㈫
・
30
日
㈫
・
９
月

６
日
㈫
・
20
日
㈫
・
27
日
㈫

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　

浜
田
公
民
館

申
込
先　

浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
20
人

料
金　

２
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　

７
月
11
日
㈪

韓
国
料
理
教
室
②

　

簡
単
で
お
い
し
い
韓
国
の
家
庭

料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
10

月
ま
で
各
月
の
第
３
金
曜
日
に
開

催
予
定
で
す
。

　

第
２
回
は
、
キ
ム
チ
の
ビ
ビ
ン

そ
う
め
ん
と
海
鮮
ね
ぎ
チ
ヂ
ミ
な

ど
を
作
り
ま
す
。

講
師　

金
穂
原
さ
ん
（
市
国
際
交

流
員
）

日
時　

７
月
15
日
㈮

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　

石
見
公
民
館

申
込
先　

浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
18
人

料
金　

５
０
０
円

（
会
員
２
０
０
円
）

※　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
持
ち

帰
り
用
の
容
器
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　

７
月
13
日
㈬

　

県
で
は
、
今
年
度
か
ら
浜
田
高

等
学
校
の
定
時
制
・
通
信
制
教
育

の
拠
点
校
及
び
体
育
館
の
建
設
工

事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
工
事
に
よ
り
、
７
月
中
旬

か
ら
浜
田
高
等
学
校
の
テ
ニ
ス
場

が
使
用
で
き
な
く
な
る
た
め
、
同

校
男
女
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
・
硬
式

テ
ニ
ス
部
の
４
部
に
浜
田
市
庭
球

場
の
占
用
利
用
を
認
め
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

占
用
予
定
期
間

７
月
中
旬
～
平
成
26
年
２
月

日
時　

原
則
、
祝
日
を
除
く
月
～

金
曜
日　

午
後
４
時
～
７
時

※　

夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
み
の

期
間
中
は
、
時
間
帯
の
変
更
が

あ
り
ま
す
。

使
用
コ
ー
ト　

４
面
全
コ
ー
ト

※　

占
用
利
用
日
程
は
、
予
定
で

あ
り
変
更
と
な
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。

※　

詳
し
い
占
用
利
用
日
程
に
つ

い
て
は
、
浜
田
市
庭
球
場
に
看

板
を
設
置
し
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
☎
�
９
７
２
１
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会　

塚
﨑

さ
ん
（
☎
�
１
２
４
１
）

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
ま
し
た

浜
田
国
際
交
流
協
会
か
ら

浜
田
市
庭
球
場
の
占
用
利
用

に
つ
い
て
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恵美須を舞う地元都川神楽団

　５月21日㈯、「交流神楽in都川」が旧都川小学校体育館で開
催され、約550人の来場者が４団体による８演目の華麗な舞を
楽しみました。
　この交流神楽は、神楽を通じて故郷の活性化をしたいとい
う、地元都川地区出身の広島県宮乃木神楽団団長の思いから始
まり、今年で10周年を迎えました。
　10周年を記念し、演目の途中で各団体８人の恵美須による抽
選券付きの餅まきや、地元住民によるバザーが行われ、夜遅く
までにぎやかに催されました。

　５月21日㈯に、三隅公民館で「第１回みすみっ子チャレンジ
教室」が開催されました。これは、町内の小学生から中学生を
対象に、紙すき体験やホタルとサケの飼育・放流などの屋外活
動を通じて、元気でたくましいみすみっ子に成長してもらうこ
とを目的に、来年の３月まで行う体験教室です。
　この日参加した子どもたち15人は、自己紹介の後、和紙を使っ
た名札の作成やフルーツケーキ作りを体験しました。子どもた
ちは、「今回は、和紙を使って自分の名札を作ることができて
楽しかった」とほほ笑んでいました。

　５月27日㈮、瀬戸ヶ島町「おおうらの浜」で、ヒラメの稚魚
放流体験が行われました。
　この事業は、子どもたちに、栽培漁業の目的や漁業資源を守
る活動について学んでもらうために、毎年実施しています。
　この日は、旭自治区の今市・木田・和田・市木小学校５・６
年生の児童26人が参加し、島根県水産振興協会の職員からヒラ
メの生態について学んだ後、2,000尾のヒラメの稚魚を放流し
ました。児童たちは、「大きく育ってね」などと声を掛けながら、
ヒラメの稚魚を見送りました。

手作りのケーキはとてもおいしいね！！

ヒラメの稚魚を放流する児童たち

　５月25日㈬、㈶ふるさと島根定住財団理事長、藤原義光さん
による地域づくり講演会が市役所旭支所で開催されました。
　講演には、各地区でまちづくりに関わる自治会、地域協議会
委員や公民館職員など約60人が参加。講師の藤原さんは、自然
や他者に対する思いやりや謙虚さを持つことなど、「ふるまい
向上」により地域社会の魅力が高まると話されました。

公民館は地域の拠点と話す藤原義光さん

まちのわだい♥Town Topics

あさひ

ヒラメちゃん、大きく育ってね！
～ヒラメの稚魚放流体験～

あさひ

みすみみすみっ子チャレンジ教室がスタート

神楽で交流 地域を活性化
～第10回交流神楽in都川～

ふるまい向上で地域を魅力的に
～地域づくり講演会～
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パレードの音楽に合わせて拍子をカチン！

　５月17日㈫、安城保育園と杵束保育園が合同で防火パレード
を行いました。パレードは消防車を先頭に、拍子木隊・横断幕
隊・ボンボン隊・プラカード隊が隊列を組み、杵束地区と安城
地区をそれぞれ回りました。
　火消しの衣装に身を包んだ園児たちは、大きな声で歌いなが
ら、力強い足取りで最後まで一人も欠けることなく歩きました。
　沿道では、園児の保護者や近隣住民の人たちが園児に熱い声
援を送っていました。

大入りの会場で田ばやしの上演が行われました

５月４日㈬、ふるさと体験村（弥栄町三里）で「ふるさと体
験村春まつり」が開催されました。

当日は好天にも恵まれ、多くの人が会場を訪れました。会場
では集落の特産品やどぶろく、弥栄和牛の販売が行われ、おい
しそうな匂いが立ち込めていました。

アトラクションでは杵束神楽社中による神楽と、田ばやし保
存会による田ばやしの上演が行われました。訪れた人も出店し
た人も、天気と同じくさわやかな笑顔でまつりを楽しんでいま
した。

　春の全国交通安全運動（５月11日㈬～20日㈮）の一環として、
５月13日㈮、日本海信用金庫長浜支店付近の交差点で、長浜小
学校２年生の児童52人が交通安全街頭啓発活動を行いました。
　児童たちは、地元の人や市交通安全協会・浜田警察署の協力
のもと、通行車両に自分たちが作った手作り交通安全レターや
啓発用チラシなどをドライバーに手渡し「安全運転をお願いし
ます」と元気よく呼びかけました。

交通安全を呼びかける児童たち

　５月15日㈰、演劇で地域を盛り上げようと、地元で活動する
「劇団どんぐり」の定期公演が旭センターで開催されました。
　公演では、華麗な舞踊や本格的な時代劇が熱演され、地域住
民など約300人の観客から、終始温かい声援や拍手が送られて
いました。
　フィナーレでは、衣装を着た団員により、にぎやかに餅まき
が行われました。

時代劇「情けのしぐれ傘」を演じる団員

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

やさかちいさな火消しさん「火の用心」
～安城・杵束保育園合同防火パレード～

あさひ地芝居で地域を元気に
～第21回劇団どんぐり定期公演～

はまだ小学生が交通安全レターを配布
～春の全国交通安全運動～

やさかさわやかな笑顔で地域交流！
～ふるさと体験村春まつり～
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ＰＲ犬の参加したイベント会場での募金活動

　紺屋町商店街では、日本盲導犬協会島根あさひ訓練センター
での盲導犬の啓発活動に協力し、盲導犬への理解とＰＲを目的
に活動しています。
　４月に開催したイベントでは、２頭のＰＲ犬も参加し、盲導
犬の訓練内容を紹介したほか、東日本大震災「盲導犬ハート募
金」を街頭で行いました。
　今後も、紺屋町商店街では、盲導犬への理解とＰＲ活動を継
続し、各店舗に盲導犬募金箱を設置して、これからの協力を呼
びかけています。

　５月１日㈰、波佐小国温泉ほたる湯館の隣に完成した、浜田
市縁の里地域振興施設「小波の郷」の竣工式を地元の代表者や
関係者で行いました。また、竣工式後には、波佐・小国地域の
22町内会で、軽トラックの荷台を活用した農林産物などの販売
や、波佐常磐倶楽部による石見神楽上演などが行われ、大勢の
来場者でにぎわいをみせました。
　この施設は、地元の要望を受け、活動拠点施設として市が整
備し、今後は、ＮＰＯ法人により運営され、農林産物の販売を
はじめ交流の場として活用し、地域の活性化を図ります。

　５月３日㈷、「能海寛歌碑めぐりウォーク2011」が、波佐地
区で開催され、約70人の参加がありました。
　この大会は、金城の三偉人（能海寛・島

し ま

村
む ら

抱
ほ う

月
げ つ

・岡
お か

本
も と

甚
じ ん

左
ざ

衛
え

門
も ん

）ゆかりの史跡を巡るウォーキング大会として、平成21年度
から金城自治区６公民館連絡協議会により開催されています。
　参加者は、ときわ会館前を発着点として、チベット探検家・
能海寛が詠んだ歌の歌碑（10基）が建つ史跡や名所などで、地
元ガイドの説明を受けながら、新緑の自然のなか約７㎞のコー
スをウォーキングし、心地よい汗を流しました。

完成を祝い関係者でテープカット

歌碑を巡る参加者の皆さん（波佐天満宮前）

　５月３日㈷から５日㈷までの３日間、三隅神社の例大祭に併
せ、つつじ祭りが行われました。
　今年は、例年よりも寒い日が続いたため、つつじの花は３分
咲きの状態でしたが、天候に恵まれ約8,000人の人出でにぎわ
いました。
　祭りの期間中は、石見神楽の上演や焼き鳥・焼きそばなどの
屋台の出店、また、地元の農産加工グループによる手作り味噌
やお餅の販売なども行われました。

５月11日㈬に満開を迎えたつつじ

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

かなぎ能
の う み

海寛
ゆ た か

の史跡や歌碑を巡る
～能海寛歌碑めぐりウォーク2011 ～

みすみ

かなぎ地域活動拠点施設の完成を祝う
～浜田市縁

えにし

の里地域振興施設「小
こ

波
なみ

の郷
さと

」竣工式 ～

盲導犬への理解とＰＲ活動に寄与
～紺屋町商店街が募金活動～

はまだ

つつじ祭りを開催
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旭図書館（☎�１４４０）
○開館時間
　午前９時～午後５時

○休館日　日曜日及び祝日

金城図書館（☎�１８２３）
○開館時間
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○休館日　祝日

浜田図書館（☎�０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○７月の休館日　18日㈷・29日㈮

紹介者　女性
図書名　「わすれられないおくりもの」
著者名　スーザン・バーレイ

　私の父が突然他界し、深い悲しみの中、こ
の本に出会い“体はなくなっても心は残る”
という亡くなる前のアナグマさんの言葉や、
仲間の動物たちが思えたように、父が教えて
くれたことや思いを大切に、そして子どもに
伝えていけば、父はずっと生きていける。そ
うあたたかいメッセージをもらい、家族のそ
ばに寄りそってくれている本です。

　

第
14
回
図
書
館
を
利
用
し
た

“
調
べ
る
”
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
入

賞
作
品
（
複
製
）
を
展
示
し
ま
す
。

　

㈶
日
本
児
童
教
育
振
興
財
団
主

催
の
、
全
国
の
小
学
生
か
ら
社
会

人
ま
で
の
皆
さ
ん
の
創
意
あ
ふ
れ

る
「
調
べ
学
習
」
入
賞
作
品
28
点

の
複
製
を
展
示
し
ま
す
。
夏
休
み

の
自
由
研
究
な
ど
、
調
べ
る
学
習

の
参
考
に
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間

　

７
月
27
日
㈬
～
８
月
13
日
㈯

場
所　

浜
田
図
書
館
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

浜
田
図
書
館

　

閉
館
し
た
図
書
館
を
探
検

し
た
り
、
自
分
の
生
ま
れ
た

日
の
新
聞
を
探
し
て
み
よ

う
。
そ
の
ほ
か
、
映
画
上

映
・
読
み
聞
か
せ
な
ど
も
し

ま
す
。

対
象　

小
学
生

日
時　

７
月
30
日
㈯

　

午
後
５
時
～
６
時
30
分

定
員　

先
着
20
人

申
込
締
切
日　

７
月
15
日
㈮

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

浜
田
図
書
館

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

ふ
う
と
は
な
と
た
ん
ぽ
ぽ

　
　
　
　
　
　

い
わ
む
ら
か
ず
お

野
山
の
花
を
さ
が
す
12
か
月

　
　
　
　
　
　
　

い
が
り
ま
さ
し

巣
の
大
研
究　
　
　
　

今
泉
忠
明

中
高
時
代
に
読
む
本
50

　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
克
衛

怪
盗
ブ
ラ
ッ
ク
の
宝
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　

那
須
正
幹

■
大
人
向
け
の
本
■

理
科
の
小
話
事
典　
　

左
巻
健
男

ド
ー
ナ
ツ
＆
チ
ュ
ロ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
川
愉
子

蒼
海
に
消
ゆ　
　
　
　

門
田
隆
将

黄
金
の
騎
士
団　
　

井
上
ひ
さ
し

女
の
老
い
・
男
の
老
い

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
冨
久
子

ば
ら
ば
ら
死
体
の
夜　

桜
庭
一
樹

★
お
は
な
し
あ
そ
び

日
時　

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　

お
は
な
し
の
へ
や

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

せ
き
と
り
し
り
と
り　

高
畠
那
生

ち
び
こ
ろ
お
に
ぎ
り　
な
か
み
は

な
あ
に　
　
　

お
お
い
じ
ゅ
ん
こ

ち
か
１
０
０
か
い
だ
て
の
い
え

　
　
　
　
　
　
　

い
わ
い
と
し
お

ぼ
く
と
お
お
は
し
く
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

く
せ
さ
な
え

赤
い
鳥
全
６
巻［
小
学
校
全
学
年
］

　
　
　
　
　
　
　
　

赤
い
鳥
の
会

■
大
人
向
け
の
本
■

県
庁
お
も
て
な
し
課　
　

有
川
浩

カ
サ
サ
ギ
た
ち
の
四
季

　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
尾
秀
介

池
上
彰
の
学
べ
る
ニ
ュ
ー
ス
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
上
彰

震
災
か
ら
身
を
守
る
52
の
方
法

　
　
　
　
　

㈱
レ
ス
キ
ュ
ー
ナ
ウ

ゲ
ゲ
ゲ
の
食
卓　
　
　

武
良
布
枝

★
絵
本
お
た
の
し
み
会

日
時　

７
月
23
日
㈯

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

ク
レ
プ
ス
リ
ー
伝
説
１　
殺
人
者

の
誕
生　
　
　

ダ
レ
ン
・
シ
ャ
ン

な
ぞ
な
ぞ
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　

石
津
ち
ひ
ろ

お
れ
た
ち
は
パ
ン
ダ
じ
ゃ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ト
シ
ン

ふ
う
と
は
な
と
た
ん
ぽ
ぽ

　
　
　
　
　
　

い
わ
む
ら
か
ず
お

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
食
卓

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
道
子

■
大
人
向
け
の
本
■

た
ま
ゆ
ら
に　
　
　
　

山
本
一
力

タ
ワ
ー
リ
ン
グ　
　
　

福
田
和
代

咲
く
も
咲
か
ぬ
も
花
嫁
修
業

　
　
　
　
　
　
　
　

阿
川
佐
和
子

日
本
人
の
誇
り　
　
　

藤
原
正
彦

人
生
が
と
き
め
く
片
づ
け
の
魔
法

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
麻
理
恵

原
発
事
故
残
留
汚
染
の
危
険
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田
邦
彦

★
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

日
時　

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　

お
は
な
し
の
へ
や

　

午
前
10
時
～
11
時

場
所　

み
ど
り
か
い
か
ん
保
育
室

図

書

館

情

報

≪私の心に残る１冊≫
図
書
館
探
検
ツ
ア
ー
に

参
加
し
よ
う
！
！

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品（
複
製
）の
展
示

浜 

田 

図 

書 

館

金 

城 

図 

書 

館

旭 

図 

書 

館
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❖
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❖
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❖
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❖
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❖
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❖
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❖
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❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

総
合
政
策
学
部
１
年　
奥お

く　
幸ゆ

き

恵え

　

４
月
３
日
の
入
学
式
か
ら
、
早
く

も
３
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。

　

大
学
の
授
業
は
高
校
と
は
違
い
90

分
と
長
く
、
専
門
的
な
内
容
で
最
初

は
慣
れ
る
か
ど
う
か
不
安
で
し
た

が
、
自
分
の
興
味
の
あ
っ
た
分
野
を

じ
っ
く
り
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
毎
日
の
授
業
に
意
欲
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
島
根
県
立
大
学
で
は
政
治

や
経
済
・
社
会
・
言
語
な
ど
幅
広
い

分
野
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
社

会
人
と
し
て
の
教
養
や
知
識
も
身
に

付
け
て
い
き
、
資
格
の
取
得
に
も
挑

戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
知
り
合
い
の
い
な
い
地
で

や
っ
て
い
け
る
か
ど
う
か
心
配
で
し

た
が
、
大
学
で
は
様
々
な
人
と
の
出

会
い
が
あ
り
、
友
人
も
で
き
て
、
毎

日
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的

に
参
加
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
も
持
ち
た
い
で
す
。
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
と
の
関
わ
り
合
い
の
中
で
、

自
分
の
興
味
や
関
心
が
ど
ん
ど
ん
か

き
た
て
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
か

ら
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
取
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

４
年
間
の
大
学
生
活
の
中
で
し
か

学
べ
な
い
こ
と
を
、
こ
の
島
根
県
立

大
学
で
吸
収
す
る
と
と
も
に
様
々
な

経
験
を
し
て
、
自
分
の
将
来
に
生
か

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

４
月
29
日
㈷
、
浜
田
の
春
の
恒
例

行
事
「
浜
っ
子
春
ま
つ
り
」
の
大
名

行
列
に
県
立
大
生
６
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

【
大
学
生
の
感
想
】

　

沿
道
か
ら
の
声
援
が
と
て
も
う
れ

し
く
、
浜
田
の
温
か
さ
を
感
じ
た
１

日
で
し
た
。
浜
田
市
民
と
し
て
ま
つ

り
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
！（
愛

媛
県
出
身
・
２
年
生 

石
川
世
菜
さ
ん
）

　

大
学
で
は
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
情

報
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
大
学
生
に
ふ
さ
わ
し
い

イ
ベ
ン
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
連
携
推
進
室

（
☎
�
２
３
９
６
）

講
師　
生い

く

田た

泰や
す

亮あ
き

　

映
画
『
わ
さ
お
』（
島
根
県
出
身
、

錦
織
良
成
監
督
作
品
）
の
舞
台
、
青

森
県
の
鰺
ヶ
沢
町
出
身
で
す
。
鰺
ヶ

沢
町
と
浜
田
市
は
、
１
６
０
０
㎞
ほ

ど
離
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
海
に
面

し
て
い
る
こ
と
、
魚
介
類
が
非
常
に

お
い
し
い
こ
と
な
ど
、
共
通
点
が
多

く
、
そ
し
て
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
大

学
や
街
の
雰
囲
気
に
、
ど
こ
か
で
故

郷
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
戻
っ
て
き
た
よ

う
な
、
そ
ん
な
懐
か
し
い
雰
囲
気
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

専
門
は
経
営
学
、
前
職
で
は
、
地

域
に
関
わ
る
活
動
（
地
域
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
・
中
小
企
業
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
・
県
や
市
と
の
共
同
研
究
・

受
託
研
究
な
ど
）
を
経
験
し
て
い
ま

す
。
島
根
、
浜
田
で
も
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
力
に
な
れ
る
仕
事
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

公開講座のご案内
講座Ⅱ　社会を学ぶ～国際・地域・文化
７月６日㈬　午後６時15分～７時45分
　講師　赤坂一念教授（浜田キャンパス）
　演題　国際ニュースを見る眼
講座Ⅶ　本と図書館のＷａｋｕ²（わくわく）ツアー
７月13日㈬　午後６時15分～７時45分
　講師　村井洋教授（浜田キャンパス）
　演題　地域思想の水脈を訪ねて
講座Ⅳ　神々の国しまね～古事記1300年
７月20日㈬・27日㈬　午後６時15分～７時45分
　講師　飯田泰三教授（浜田キャンパス）
　演題　島根文化史断章②・③
講座Ⅰ　石見に生きる～石見の元気人が話す
８月３日㈬　午後６時15分～７時45分
　講師　かわべまゆみさん　

（ＮＰＯ法人結まーるプラス理事長）
　演題　ヨソモノが見つけた「奇跡の里・石見」
◎場所　島根県立大学　講義・研究棟中講義室３
（講座Ⅶのみ、メディアセンターで行います。）
問い合わせ先　地域連携推進室（☎�２３９６）

2011年度オープンキャンパス参加者募集中！

問い合わせ先　アドミッション室（☎�２２０３）

◎日程
　第１回
　７月16日㈯
　第２回
　９月17日㈯

vol.93
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://www.u-shimane.ac.jp

入
学
し
て
３
か
月
が
た
ち
ま

し
た

地
域
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま

し
た

新
任
教
員
メ
ッ
セ
ー
ジ
①
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石
正
美
術
館
で
は
、
企
画
展
「
日

本
画
植
物
園
」
を
開
催
中
で
す
。

　

石
本
正
は
、
花
や
女
性
を
描
く
こ

と
を
通
し
て
、
哀
し
さ
と
美
し
さ
に

満
ち
た
「
命
」
を
実
現
し
続
け
て
き

ま
し
た
。
本
館
展
示
室
で
は
、
一
つ

ひ
と
つ
「
物
語
」
が
秘
め
ら
れ
た
石

本
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

新
館
展
示
室
で
は
、
石
本
を
感
動

さ
せ
た
現
代
日
本
画
家
の
描
い
た
植

物
画
を
通
し
て
、
生
命
の
美
し
さ
や

尊
さ
を
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

期
間　

９
月
11
日
㈰
ま
で

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

料
金　

　

一
般　

６
０
０
円
（
５
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）

《ギャラリー展示》

ポスターで辿る石正10年の歩み
　　７月８日㈮まで
横山由美子・中内共路　日本画二人展
　　７月９日㈯～22日㈮
石本正　裸婦素描展
　　７月23日㈯～８月５日㈮

《イベント情報》

弦楽四重奏～コントラバスの魅力～斉藤賢一（広
響）ほか
　　７月２日㈯　午後３時～
石正美術館美術講座「日本画植物園」
（講師：中谷朗子・横山由美子）
　　７月16日㈯　午後２時～３時
第₃₆回石本正絵画教室「裸婦デッサン会」（要予約）
　　７月30日㈯・31日㈰

　企画展「日本画植物園」の開催に併せて、期間
中、学芸員による美術講座を予定しています。
　石本が紡ぐ、哀しさと美しさに満ちた命の世界
を２人の学芸員が分かりやすく説明します。予約
は不要ですので、参加を希望する人は直接会場に
お越しください。

日時　７月16日㈯
　　　午後２時～３時

問い合わせ先
石正美術館
（☎�４３８８）

石本正「芥子」

中谷・横山両学芸員

有

料

広

告

企
画
展「
日
本
画
植
物
園
」

好
評
開
催
中

◎石正美術館美術講座のお知らせ
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当
館
で
は
、
７
月
16
日
㈯
よ
り
、

『
芸
夢
』展
を
開
催
し
ま
す
。『
芸
夢
』

と
は
、夢
の
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た“
芸

術
の
世
界
”
と
、
子
ど
も
た
ち
が
夢

中
に
な
っ
て
遊
ぶ
“
ゲ
ー
ム
”
と
を

掛
け
合
わ
せ
た
言
葉
で
す
。

　

本
展
に
は
遊
び
心
が
た
っ
ぷ
り
つ

ま
っ
た
作
品
が
、
多
数
登
場
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
浜
田
市
民
の
古
着

を
活
用
し
た
作
品
や
浜
田
で
制
作
し

た
ド
ミ
ノ
作
品
な
ど
、
浜
田
に
ち
な

ん
だ
作
品
も
展
示
し
ま
す
。
い
ず
れ

も
ゲ
ー
ム
性
を
兼
ね
備
え
た
体
験
型

の
現
代
美
術
作
品
で
す
の
で
、
家
族

そ
ろ
っ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
期　

９
月
25
日
㈰
ま
で

料
金　

一
般　
　
　
　
　

５
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

　
　
　

小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

　

今
秋
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
の
ヘ
ル
マ
ン

こ
ど
も
博
物
館
で
『
誕
生
日
展
』
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
展
覧
会
は
、
ス

ロ
ベ
ニ
ア
と
日
本
の
“
誕
生
日
”
を

テ
ー
マ
に
、
二
つ
の
国
の
お
祝
い
の

し
か
た
な
ど
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
こ
の
展
覧

会
に
出
品
す
る
次
の
よ
う
な
昔
の
写

真
を
集
め
て
い
ま
す
。

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受

付
は
、
当
日
午
後
３
時
30
分
ま
で

に
１
階
創
作
室
に
て
。

《
ネ
バ
ネ
バ
モ
ン
ス
タ
ー
》

　

洗
濯
の
り
に
秘
密
の
液
体
を
入
れ

て
か
き
混
ぜ
る
と
、
ど
ん
ど
ん
伸
び

る
「
ネ
バ
モ
ン
」
の
で
き
あ
が
り
。

◎
７
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

●
参
加
費　

１
人
１
０
０
円

《
ホ
イ
ッ
プ
マ
グ
ネ
ッ
ト
》

　

ふ
わ
ふ
わ
ホ
イ
ッ
プ
粘
土
を
し

ぼ
っ
て
、
か
わ
い
い
マ
グ
ネ
ッ
ト
を

作
ろ
う
。

◎
７
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

●
参
加
費　

１
人
２
０
０
円

《
動
物
キ
ャ
ン
ド
ル
》

　

カ
ラ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
を
く
っ
つ
け

て
、
ペ
ン
ギ
ン
や
う
さ
ぎ
な
ど
の
動

物
を
作
ろ
う
。

◎
７
月
16
日
㈯
～
18
日
㈷

●
参
加
費　

１
人
３
０
０
円

《
貝
が
ら
の
リ
ー
ス
作
り
》

　

貝
が
ら
を
使
っ
て
、
夏
ら
し
い

リ
ー
ス
作
り
を
し
よ
う
。

◎
７
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

●
参
加
費　

１
人
５
０
０
円 

講
師　

梶
目
喜
美
江
さ
ん

《
コ
リ
ン
ト
ゲ
ー
ム
》

　

ベ
ニ
ヤ
板
に
木
や
く
ぎ
な
ど
を

く
っ
つ
け
て
ゲ
ー
ム
を
作
る
よ
。

ビ
ー
玉
を
転
が
し
て
遊
ぼ
う
！

◎
７
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰

●
参
加
費　

１
人
３
０
０
円

一
般
講
座
受
講
生
募
集

《
楽
し
い
陶
芸
》（
全
６
回
）

　

８
月
に
開
講
す
る
講
座
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。
皿
や
コ
ッ
プ
な
ど
を
作

り
ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

日
程　

８
月
25
日
㈭
・
26
日
㈮
・
９

月
１
日
㈭
・
２
日
㈮
・
22
日
㈭
・

10
月
20
日
㈭

時
間　

午
後
６
時
30
分
～
９
時

定
員　

先
着
15
人

受
講
料　

４
、
０
０
０
円

講
師　

岡
田
容
量
さ
ん

※　

申
込
み
は
、
７
月
20
日
㈬
か
ら

電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

７
月
の
休
館
日

月
曜
日　

４
日
・
11
日

展
示
替　

12
日
㈫
～
15
日
㈮

●
１
９
５
０
年
～
80
年
頃
の
子
ど

も
の
誕
生
日
の
写
真

※　

一
升
餅
を
背
負
う
「
背
負
い

餅
」
や
、
そ
ろ
ば
ん
や
お
金
な

ど
を
並
べ
て
取
ら
せ
る｢
エ
ラ

ビ
ド
リ
」
な
ど
の
様
子
で
も
構

い
ま
せ
ん
。

●
１
９
５
０
年
以
前
の
誕
生
日
と

関
連
が
あ
る
も
の

※　

お
宮
参
り
や
七
五
三
で
も
大

丈
夫
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
写
真
を
持
っ
て
い
る

人
は
、
ぜ
ひ
、
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

締
切
日　

７
月
８
日
㈮

※　

直
接
持
参
し
て
も
ら
う
か
、
電

子
メ
ー
ル
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

持
参
さ
れ
た
写
真
は
、
後
日
返
却

し
ま
す
。

Em
ail:ham

a-b@
nifty.com

　

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.175

有

料

広

告

『
芸
夢・ゲ
ー
ム
展
』開
催
！

昔
の
誕
生
日
の

写
真
を
探
し
て
い
ま
す

７
月
の
イ
ベ
ン
ト
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日　

７
月
23
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
７
時
30
分
～(

１
時
間
程
度)

集
合
場
所　

マ
リ
ン
大
橋
入
口
付
近

清
掃
場
所　

漁
港
周
辺

※　

参
加
し
た
人
に
、
サ
ポ
ー
ト
通

貨
「
神
楽
」
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

対
価
と
し
て
進
呈
す
る
予
定
で
す
。

問　

牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０-

８
２

　

４
４-

９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
作
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

対
象　

市
内
小
学
校
５
年
生
～
中
学

校
２
年
生

日　

７
月
24
日
㈰
～
25
日
㈪

場　

神
戸
花
鳥
園
・
人
と
防
災
未
来

セ
ン
タ
ー
・
Ｕ
Ｓ
Ｊ
（
兵
庫
県
）

定　

１
０
０
人
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。）

料　

１
人
１
５
、
０
０
０
円
（
傷
害

保
険
料
含
む
。）

※　

Ｕ
Ｓ
Ｊ
で
の
昼
食
代
は
実
費

申
込
締
切
日　

７
月
11
日
㈪

申
込
方
法　

申
込
用
紙
（
各
学
校
を

通
し
て
配
布
し
て
い
ま
す
。）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
市
役
所

本
庁
産
業
政
策
課
に
、
郵
送
又
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

本
庁
産
業
政
策
課

（
☎
�
９
５
０
１
）

　

地
域
や
学
校
で
音
楽
活
動
を
し
て

い
る
人
や
グ
ル
ー
プ
（
邦
楽
・
独
奏
・

独
唱
・
合
唱
団
）
に
発
表
の
場
を
提

供
し
、演
奏
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

演
奏
・
合
唱
時
間
は
10
分
程
度
で
す
。

皆
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日　
12
月
４
日
㈰

開
場　

午
後
１
時

開
演　

午
後
１
時
30
分

場　

石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

申
込
締
切
日　

８
月
31
日
㈬

申
込
方
法　

申
込
用
紙
（
石
央
文
化

ホ
ー
ル
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。 

申
・
問　

石
央
文
化
ホ
ー
ル
内
石
央

音
楽
祭
実
行
委
員
会
（
☎
�
２
１

　

０
０
・
▢ＦＡＸ  
�
７
８
７
０
）

【
大
学
卒
業
等
程
度
】

航
空
管
制
官

受
付
期
間　

７
月
19
日
㈫
～
８
月
２

日
㈫
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

申
込
み
は
７
月
19
日
㈫
～
26
日
㈫
）

第
１
次
試
験
日　

９
月
25
日
㈰

【
高
等
学
校
卒
業
程
度
】

刑
務
官

受
付
期
間　

７
月
19
日
㈫
～
８
月
２

日
㈫

第
１
次
試
験
日　

９
月
18
日
㈰

入
国
警
備
官
・
皇
居
護
衛
官
・
航
空

保
安
大
学
校
学
生
・
海
上
保
安
学
校

学
生

受
付
期
間　

７
月
19
日
㈫
～
８
月
２

日
㈫
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

申
込
み
は
７
月
19
日
㈫
～
26
日
㈫
）

第
１
次
試
験
日　

９
月
25
日
㈰

※　

受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

人
事
院
中
国
事
務
局

（
☎
０
８
２-

２
２
８-

１
１
８

３
）

募

　
集

有

料

広

告

子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
に

神
戸
花
鳥
園・人
と
防
災
未
来

セ
ン
タ
ー・Ｕ
Ｓ
Ｊ
見
学
を
！

～
浜
っ
子
関
西
ツ
ア
ー
～

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

第
８
回
石
央
音
楽
祭
演
奏
者

資
格
・
試
験

国
家
公
務
員
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フ
ッ
ト
サ
ル
に
興
味
が
あ
る
皆
さ

ん
、
楽
し
く
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
体
を

動
か
し
、
運
動
不
足
を
解
消
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
未
経
験
者
も
大
歓
迎
！

対
象　

ど
な
た
で
も
（
親
子
参
加
大

歓
迎
）

日　

７
月
９
日
㈯
・
８
月
20
日
㈯

　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時

場　

ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

定　
30
人

料　

１
人
１
回
５
０
０
円

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
方
法　

電
話
又
は
メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

㈳
島
根
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

浜
田
支
部
フ
ッ
ト
サ
ル
委
員
会

齋
藤
憲
嗣
さ
ん
（
☎
０
９
０-

２
２
９
４-

９
５
１
８
）

Em
ail:futsalham

ada@
yahoo.

co.jp

　

第
１
回
「
魅
力
学
５
原
則
」
を
開

催
し
ま
す
。
魅
力
あ
る
人
と
は
？
第

二
中
学
校
の
３
年
生
と
一
緒
に
勉
強

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

７
月
11
日
㈪

　

午
前
10
時
15
分
～
午
後
０
時
15
分

場　

浜
田
公
民
館

作
法
講
師　

宮
川
幸
子
さ
ん

料　

無
料

問　

浜
田
公
民
館
（
☎
�
９
３
５
８
）

　

今
年
度
も
夏
休
み
の
短
期
水
泳
教

室
を
２
回
開
催
し
ま
す
。
無
料
バ
ス

の
送
迎
（
国
府
・
周
布
コ
ー
ス
）
も

あ
り
ま
す
。

対
象　

５
歳
か
ら
小
学
校
６
年
生

で
、
第
１
回
は
、
25
ｍ
泳
げ
な
い

子
ど
も
が
対
象
で
す
。

日　

第
１
回　

７
月
21
日
㈭
～
27
日

㈬　

５
日
間
（
土
・
日
除
く
）

第
２
回　

８
月
１
日
㈪
～
５
日
㈮

５
日
間

　

各
回
と
も
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　

浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

定　

先
着
60
人

申
・
問　

浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
（
☎
�
０
２
３
０
）

　

石
見
神
楽
面
「
鐘

し
ょ
う

馗き

」
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
校
５
・
６
年
生

日　

７
月
26
日
㈫
～
８
月
30
日
㈫
ま

で
の
毎
週
火
曜
日
（
全
６
回
）

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
５
時

場　

浜
田
公
民
館
研
修
室

料　

３
、
０
０
０
円
（
材
料
代
）

定　

先
着
６
～
８
人
（
全
６
回
出
席

で
き
る
人
）

講
師　

安
岡
康
二
さ
ん（
切
絵
作
家
・

石
見
神
楽
工
芸
研
究
制
作
工
房
）

申
込
締
切
日　

７
月
20
日
㈬

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
、
手
ふ

き
タ
オ
ル
２
枚
・
雑
巾
１
枚
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

内
容　

裸
婦
写
生

対
象　

成
人

日　

７
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
31

日
㈰
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

場　

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

料　

５
、
０
０
０
円

講
師　

北
本
雅
己
さ
ん（
日
展
会
員
・

東
光
会
理
事
）

申
込
締
切
日　

７
月
23
日
㈯

申
込
方
法　

は
が
き
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

近
藤
隆
夫
さ
ん
（
〒
６
９

　

７-

０
０
５
２　

港
町
16
番
地

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
５
９
２
４
）

　

初
心
者
大
歓
迎
！
テ
ニ
ス
に
興
味

の
あ
る
人
は
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象　

一
般
男
女

日　

８
月
18
日
㈭
～
10
月
20
日
㈭
の

毎
週
木
曜
日
（
延
べ
10
回
）

　

午
後
７
時
～
９
時

場　

石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定　

先
着
30
人

料　

３
、
０
０
０
円

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
ラ

ケ
ッ
ト
・
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
（
レ
ン
タ
ル
用

ラ
ケ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
）。

申
・
問　

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

教
室
・
講
座

み
ん
な
の
た
め
の

フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

魅
力
学
講
座

浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

夏
休
み
短
期
水
泳
教
室

夏
休
み
小
学
生
神
楽
面
教
室

山
光
会
浜
田
洋
画
講
習
会

石
見
海
浜
公
園

秋
季
テ
ニ
ス
教
室
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ-

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
い

わ
み
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
地
域

の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
事
業
」を
、

県
西
部
地
区
を
中
心
に
実
施
し
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

①
講
習
会
へ
の
講
師
派
遣

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
習
得
や
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
を
考
え
て
い
る
団

体
・
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、

希
望
に
応
じ
た
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の

講
師
を
派
遣
し
ま
す
。
講
習
の
内
容

や
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
相
談
の
上

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

講
習
メ
ニ
ュ
ー

・
パ
ソ
コ
ン
入
門
（
ワ
ー
ド
／
エ
ク

セ
ル
）・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
～
電

子
メ
ー
ル
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の

画
像
加
工
な
ど

②
講
習
会
へ
の
機
材
貸
出
し

　

地
域
や
、
各
団
体
で
パ
ソ
コ
ン
講

習
会
な
ど
を
開
催
す
る
た
め
の
、
必

要
な
機
材
の
貸
出
し
を
し
ま
す
。

貸
出
機
材

・
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

　

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
７　
　

10
台

　

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ
Ｐ　

10
台

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ　
　
　
　

１
台

・
ス
ク
リ
ー
ン　
　
　
　
　

１
台

③
出
張
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　

新
た
に
Ｉ
Ｔ
学
習
を
希
望
す
る
地

域
の
グ
ル
ー
プ
や
団
体
に
、
講
習
会

の
企
画
か
ら
希
望
に
応
じ
、
講
師
・

機
材
貸
出
し
な
ど
開
催
す
る
ま
で
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

④
地
域
Ｉ
Ｔ
相
談
（
随
時
受
付
）

日　

毎
月
第
１
・
第
３
土
曜
日

　

午
後
１
時
～
３
時

⑤
地
域
交
流
会
（
随
時
受
付
）

日　

毎
月
Ｉ
Ｔ
相
談
会
後
開
催

※　

今
年
度
よ
り
、
ｉ
Ｐ
Ａ
Ｄ
体
験

講
習
も
希
望
に
よ
り
開
催
し
ま
す

の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

①
～
⑤
に
つ
い
て
は
、

電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
問
い
合
わ

せ
の
上
、
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

⑥
Ｗ
Ｅ
Ｂ
達
人
養
成
講
座

デ
ジ
タ
ル
写
真
の
撮
影
か
ら
画
像
編

集
講
座

日　

８
月
６
日
㈯
・
20
日
㈯
・
９
月

３
日
㈯
・
10
日
㈯
・
17
日
㈯
・
10

月
１
日
㈯　

６
日
間

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

い
わ
み
ー
る
４
０
３
研
修
室

料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
は
実
費
）

申
込
締
切
日　

７
月
31
日
㈰

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
・
メ
ー
ル

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

http://seibu.it-shim
ane.com

/

申
・
問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ-

Ｇ
Ｅ
Ｎ

　

Ｅ
Ｒ
い
わ
み
【
〒
６
９
７-

０
０

　

１
６　

野
原
町
１
８
２
６-

１

　

い
わ
み
ー
る
４
階
（
☎
�
９
３
４

　

６
・
▢ＦＡＸ
�
９
３
４
７
）】

　

第
二
次
常
設
展
に
併
せ
、
コ
ー

ナ
ー
展
で
は
、
郷
土
旭
町
が
生
ん
だ

日
本
で
も
偉
大
な
歴
史
学
者
・
服
部

之
総
と
、
世
界
的
な
昆
虫
学
者
・
湯

浅
啓
温
の
２
人
を
写
真
や
資
料
な
ど

で
同
時
紹
介
し
ま
す
。

対
象　

学
生
及
び
一
般

日　

７
月
１
日
㈮
～
８
月
31
日
㈬

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
） 

場　

浜
田
郷
土
資
料
館

料　

無
料

問　

浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

　

家
族
の
思
い
や
気
持
ち
を
自
由
に

語
り
合
え
る
場
で
す
。
自
死
遺
族
だ

け
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　

７
月
２
日
㈯　

午
後
２
時
～

場　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

事
務
局
（
☎
０
９
０-

４
６
９
２

-

５
９
６
０
）

紺
屋
町
商
店
街

　

子
ど
も
神
楽
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
大

道
芸
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

日　

７
月
２
日
㈯
・
９
日
㈯
・
16
日

㈯
・
23
日
㈯
（
雨
天
中
止
）

　

午
後
７
時
～
９
時
30
分

※　

９
日
㈯
に
は「
七
夕
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催

場　

こ
ん
や
ま
ち
商
店
街
ふ
れ
あ
い

ロ
ー
ド
（
歩
行
者
天
国
）

問　

段
原
酒
店
（
☎
�
０
３
２
３
）

新
町
商
店
街

　

神
楽
上
演
や
金
魚
す
く
い
、
各
種

お
祭
り
屋
台
の
ほ
か
、
23
日
㈯
は
新

町
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

日　

７
月
16
日
㈯
・
23
日
㈯
（
雨
天

有

料

広

告

地
域
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
だ
よ
り

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

併
設
展
浜
田
の
偉
人・歴
史

学
者
と
昆
虫
学
者

～
服は

っ
と
り部
之し

そ
う総
と
湯ゆ

あ
さ浅
啓ひ

ろ
は
る温
～

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会・虹

市
商
店
街
土
曜
夜
市
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中
止
）

　

午
後
７
時
～
９
時
30
分

場　

新
町
通
り
（
歩
行
者
天
国
）

問　

平
野
屋
（
☎
�
０
２
３
６
）

銀
天
街

　

神
楽
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
を
開
催

し
ま
す
。
当
日
は
、
エ
キ
サ
イ
テ
ィ

ン
グ
大
蛇
な
ど
を
上
演
し
ま
す
。

日　

７
月
30
日
㈯
（
雨
天
中
止
）

　

午
後
４
時
～
11
時

場　

浜
田
駅
前
銀
天
街
ど
ん
ち
っ
ち

タ
ウ
ン
周
辺
（
歩
行
者
天
国
）

問　

銀
天
街
事
務
所

（
☎
�
７
７
９
２
）

殿
町
商
店
街

　

さ
ま
ー
イ
ン
と
の
ま
ち
を
開
催
し

ま
す
。
当
日
は
、
石
見
神
楽
の
上
演

な
ど
を
行
い
ま
す
。

日　

７
月
31
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
後
６
時
～
９
時
30
分

場　

石
神
社
境
内（
浜
田
警
察
署
横
）

問　

ポ
ム
ア
ン
ク
ル
ー
ト

（
☎
�
５
５
３
１
）

（
☎
�
２
５
６
５
）

　

安
全
祈
願
祭
や
魚
の
つ
か
み
取

り
・
宝
探
し
・
海
難
救
助
訓
練
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

日　

７
月
10
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～

場　

国
府
海
水
浴
場

問　

浜
田
市
観
光
協
会
国
府
支
部

　

戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
自
身
の

取
材
を
通
し
て
見
え
て
き
た
、
人
間

が
持
つ
愛
の
深
さ
、
命
の
大
切
さ
、

生
き
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
な
ど
、

実
際
の
撮
影
写
真
と
と
も
に
、
独
特

の
語
り
で
伝
え
ま
す
。
ぜ
ひ
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

日　

７
月
10
日
㈰

開
場　

正
午

開
演　

午
後
０
時
30
分

場　

石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

演
題　

世
界
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

～
平
和
と
命
の
大
切
さ
～

講
師　

渡
部
陽
一
さ
ん
（
戦
場
カ
メ

ラ
マ
ン
）

料　
前
売
券

　
　
　

全
席
指
定　

１
、
８
０
０
円

　
　

当
日
券

　
　
　

全
席
指
定　

２
、
０
０
０
円

※　

マ
リ
ン
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
（
満

点
６
０
０
円
）
何
冊
で
も
利
用
で

き
ま
す
。

※　

未
就
学
児
の
入
場
・
同
伴
は
で

き
ま
せ
ん
。

※　

文
化
講
演
会
に
合
わ
せ
、
ピ
ア

ノ
と
カ
ホ
ン
の
コ
ラ
ボ
演
奏
会

（
無
料
）
を
開
催
し
ま
す
。

時
間　

午
前
11
時
30
分
～
正
午

場　

石
央
文
化
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ

　

今
回
の
鑑
賞
会
は
、
刀
剣
の
鑑

定
・
研
究
で
ト
ッ
プ
と
言
わ
れ
て
い

る
先
生
を
招
き
、
鑑
賞
・
鑑
定
会
を

行
い
ま
す
。
名
刀
を
持
参
し
て
も
ら

い
、
鑑
賞
・
鑑
定
の
後
、
ユ
ー
モ
ア

の
あ
る
適
切
な
解
説
を
し
て
も
ら
い

ま
す
。
先
生
の
話
を
聞
い
て
、
先
人

が
大
切
に
伝
え
て
き
た
日
本
刀
を
正

し
く
認
識
し
、
文
化
財
保
護
に
対
す

る
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
ナ
ー
を
守
れ
る
人
な
ら
老
若
男
女

は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
は
先
生
に
よ
る
鑑
定

は
行
い
ま
せ
ん
。

日　

７
月
16
日
㈯

　

午
後
１
時
～
４
時

場　

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
和
室

料　

２
、
０
０
０
円

問　

石
州
刀
剣
会　

中
野
宅
吉
さ
ん

（
☎
�
５
９
４
９
）

　

沈
む
夕
日
を
見
な
が
ら
石
見
神
楽

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

日　

７
月
16
日
㈯　

田
の
浦
公
園

（
岡
見
神
遊
座
）

　

７
月
23
日
㈯　

は
り
も
山
公
園

（
岡
崎
神
楽
社
中
）

　

７
月
30
日
㈯　

田
の
浦
公
園

（
井
野
神
楽
）

　

８
月
６
日
㈯　

三
隅
発
電
所
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
（
松
原
神
楽
社
中
）

※　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時

問　

浜
田
市
観
光
協
会
三
隅
支
部

（
☎
�
２
１
０
４
）

「
１
枚
の
写
真
」
を
通
し
て
、「
人

と
人
の
絆
」・「
家
族
の
幸
せ
」・「
ゆ

と
り
」
な
ど
、
い
か
に
大
切
か
、
そ

の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
写
真
撮
影
会
を
行

い
ま
す
。

日　

７
月
17
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場　

世
界
こ
ど
も
美
術
館

定　

先
着
50
家
族

料　

１
家
族
２
、
０
０
０
円

（
う
ち
、
１
、
０
０
０
円
は
福
祉

団
体
に
寄
附
し
ま
す
。）

写
真
展
示

日　

７
月
30
日
㈯
～
８
月
６
日
㈯

場　

世
界
こ
ど
も
美
術
館

※　

撮
影
し
た
写
真
は
、
展
示
終
了

後
に
渡
し
ま
す
。

問　

島
根
県
写
真
家
協
会　

猪
ノ
口

写
真
館
（
☎
�
１
７
６
９
）

　

田
橋
町
の
田
ば
や
し
保
存
会
の
歴

史
は
古
く
、
始
め
た
の
は
終
戦
直
後

か
ら
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
保

存
会
が
結
成
さ
れ
、
現
在
約
30
人
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
地
元
で
の
イ
ベ

ン
ト
や
、
色
々
な
ま
つ
り
な
ど
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
地
元
大
元
神
社
の
夏
ま

つ
り
当
日
に
、
田
ば
や
し
を
上
演
奉

納
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

７
月
17
日
㈰　

午
後
２
時
～

場　

大
元
神
社
（
田
橋
町
）

問　

石
田
さ
ん
（
☎
�
０
０
８
８
）

問　

石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

国
府
海
水
浴
場
海
開
き

戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン

渡
部
陽
一
文
化
講
演
会

石
州
刀
剣
会
鑑
賞
会

夕
日
神
楽

第
３
回「
家
族
の
絆
」

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
撮
影
会

田
ば
や
し
上
演
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ふ
る
さ
と
史
跡
ウ
ォ
ー
ク
の
会
で

は
、
浜
田
城
跡
の
登
城
路
や
城
郭
石

垣
辺
路
と
柿
本
人
麻
呂
ゆ
か
り
の
あ

る
お
堂
（
五
輪
塔
上
部
二
体
ほ
か
）

を
訪
ね
る
散
策
会
を
行
い
ま
す
。

日　

７
月
18
日
㈷
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午
前
ま
で

集
合
場
所　

城
山
公
園
案
内
板
前

料　

３
０
０
円
（
資
料
代
）

申
・
問　

島
根
県
観
光
連
盟
ふ
る
さ

と
案
内
人　

古
谷
さ
ん

（
☎
�
８
１
３
５
）

　

海
に
生
き
抜
く
船
乗
り
た
ち
の
、

す
て
き
な
感
動
と
生
き
る
喜
び
・
人

生
の
充
実
感
・
自
然
の
美
し
さ
・
大

切
さ
が
分
か
る
写
真
（
約
40
点
）
を

展
示
し
ま
す
。

日　

７
月
20
日
㈬
～
29
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

場　

世
界
こ
ど
も
美
術
館

料　

無
料

問　

波
濤
会
浜
田
支
部

　

浜
田
修
一
さ
ん
（
☎
�
０
７
６
９
）

　

大
麻
山
で
昆
虫
採
集
を
し
、
標
本

作
り
体
験
を
行
い
ま
す
。

対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
校
低
学

年
は
保
護
者
同
伴
）

日　

７
月
23
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

集
合
時
間　

午
前
９
時

集
合
場
所　

三
隅
中
央
会
館
三
浦
正

昆
虫
館

定　

先
着
20
人

料　

１
人
１
、
０
０
０
円（
バ
ス
代
・

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
園
入
園
料
・
保

険
料
）

募
集
期
間　

７
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

弁
当
・
昆
虫
採
集
用
具
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

市
三
隅
支
所
産
業
課

（
☎
�
２
８
０
３
）

　

は
が
き
や
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
紙
漉
き
、

植
物
染
料
に
よ
る
つ
け
染
め
体
験
の

ほ
か
、
和
紙
を
使
っ
た
一
輪
差
し
作

り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日　

７
月
24
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　

石
州
和
紙
会
館
工
房

料　

は
が
き
判
（
２
枚
）
２
５
０
円

　
　

Ａ
３
判　

（
１
枚
）
６
０
０
円

　
　

つ
け
染
め
（
１
枚
）
５
０
０
円

　
　

和
紙
の
一
輪
差
し
（
２
個
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

※　

入
館
は
無
料
で
、
申
込
み
は
い

り
ま
せ
ん
。

問　

石
州
和
紙
会
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
１
７
０
）

　

鏡
山
周
辺
を
一
周
す
る
探
検

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
祇
園

谷
や
五
万
堂
の
地
名
の
由
来
・
愛
宕

権
現
を
探
る
・
江
戸
時
代
の
厄
除
け

と
仇
討
ち
の
真
相
…
。
街
中
で
ミ
ス

テ
リ
ア
ス
な
観
察
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

日　

７
月
24
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
９
時
～
正
午
ま
で
散
策

集
合
場
所　

市
役
所
裏
浜
田
川
周
辺

料　

無
料

申
込
締
切
日　

７
月
22
日
㈮

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　

建
築
士
会
浜
田
支
部

（
☎
�
０
９
９
３
） 

　

き
れ
い
な
海
と
砂
浜
に
恵
ま
れ
た

浜
田
の
海
岸
で
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の

夏
一
番
の
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
り

ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

対
象　

高
校
生
以
上

日　

８
月
28
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
～

場　

石
見
海
浜
公
園
特
設
コ
ー
ト

定　

①
男
子
の
部　

64
チ
ー
ム

　
　

②
女
子
の
部　

16
チ
ー
ム

　
　

③
混
成
の
部　

32
チ
ー
ム

※　

申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
キ
ャ

ン
セ
ル
待
ち
と
な
り
ま
す
。

チ
ー
ム
編
成

　

①
男
子
の
部
３
人（
構
成
員
５
人
）

　

②
女
子
の
部
４
人（
構
成
員
６
人
）

　

③
混
成
の
部
４
人（
構
成
員
６
人
、

男
子
の
登
録
は
３
人
・
出
場
は

２
人
ま
で
）

料　

１
チ
ー
ム
３
、
０
０
０
円 

申
込
締
切
日　

７
月
29
日
㈮

申
込
方
法　

申
込
書
（
市
教
育
委
員

会
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
現
金
書

留
に
よ
る
受
付
も
で
き
ま
す
。

申
・
問　

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
内
浜
田
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
【
〒
６

　

９
７-

８
５
０
１　

殿
町
１
番
地

（
☎
�
９
７
２
１
）】

　

浜
田
公
民
館
で
は『
人
権
を
も
う
一

度
考
え
て
み
よ
う
』を
テ
ー
マ
と
し
、

金
子
み
す
ず
記
念
館
へ
の
研
修
旅
行

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

日　

７
月
29
日
㈮

集
合
時
間　

午
前
６
時
50
分

集
合
場
所　

浜
田
公
民
館

場　

金
子
み
す
ず
記
念
館
・
み
す
ず

通
り
ほ
か

定　

先
着
40
人

料　

４
、
０
０
０
円
（
朝
食
は
お
に

ぎ
り
を
用
意
し
ま
す
。）

※　

お
茶
・
お
や
つ
な
ど
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

直
接
、
又
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

「
サ
ン
ゴ
の
海
と
王
子
」・「
交
通

安
全
ア
ニ
メ
」・「
あ
の
山
に
登
ろ
う

よ
」
を
上
映
し
ま
す
。

日　

８
月
５
日
㈮
（
雨
天
中
止
）

　

午
後
７
時
10
分
～
８
時
45
分

第
47
回
ふ
る
さ
と
史
跡

ウ
ォ
ー
ク

第
21
回
波は

濤と
う

を
越
え
て

「
１
マ
イ
ル
展
」

大
麻
山
の
昆
虫
調
べ

重
要
無
形
文
化
財
石
州
半
紙

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

紙
漉す

き
・
つ
け
染
め
・

も
の
づ
く
り
体
験

第
19
回
わ
が
街
並
み

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

第
１
１
１
回
ふ
る
さ
と

歴
史
紀
行

第
15
回
浜
田
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

人
権
勉
強
会

研
修
旅
行

第
28
回
瀬
戸
ケ
島

ア
ニ
メ
祭
り
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ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
�
３
９
０
０
）

場　

県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
前
広
場

料　

無
料

問　

瀬
戸
ケ
島
ア
ニ
メ
実
行
委
員
会

　

浜
田
修
一
さ
ん
（
☎
�
０
７
６
９
）

　

深
入
山
（
１
１
５
３
ｍ
）
へ
の
登

山
を
計
画
し
ま
し
た
。
夏
山
登
山
に

皆
さ
ん
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で

日　

８
月
７
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

集
合　

午
前
７
時
50
分

出
発　

午
前
８
時

集
合
場
所　

浜
田
公
民
館

場　

深
入
山（
広
島
県
安
芸
太
田
町
）

料　

大
人　

８
０
０
円

　
　

小
学
生
５
０
０
円
（
保
険
代
）

※　

弁
当
・
お
茶
・
お
や
つ
・
着
替

え
な
ど
、
各
自
で
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法　

直
接
、
又
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

　

浜
田
は
ぴ
こ
会
で
は
、
結
婚
に
関

心
の
あ
る
独
身
の
男
性
・
女
性
か
ら

の
相
談
に
応
じ
る「
は
ぴ
こ
交
流
サ

ロ
ン
」を
開
設
し
ま
す
。
利
用
料
は

無
料
で
す
の
で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

対
象　

「
出
会
い
」
を
求
め
る
独
身

の
男
性
・
女
性
（
本
人
以
外
の
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
。）

日　

毎
月
第
４
金
曜
日
（
要
予
約
）

　

午
後
６
時
～
８
時

場　

浜
田
公
民
館
和
室

※　

は
ぴ
こ
（
島
根
は
っ
ぴ
ぃ
こ
ー

で
ぃ
ね
ー
た
ー
）
と
は
、
し
ま
ね

縁
結
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
に

登
録
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

申
・
問　

浜
田
は
ぴ
こ
会　

岡
本
正

友
さ
ん
（
☎
�
１
４
３
０
）

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

夜
の
海
の
生
き
物
探
し

　

夜
の
海
で
休
ん
で
い
る
生
き
物
た

ち
を
観
察
し
よ
う
。
思
っ
た
よ
り
い

ろ
ん
な
生
き
物
に
出
会
え
る
よ
♪

対
象　

小
学
生
と
保
護
者

日　

７
月
16
日
㈯

　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

定　
24
人

申
込
締
切
日　

７
月
４
日
㈪（
必
着
）

夜
の
ア
ク
ア
ス

　

照
明
の
消
え
た
水
族
館
を
探
険
。

そ
し
て
、水
槽
の
前
で
宿
泊
し
ま
す
。

親
子
で
夏
休
み
の
思
い
出
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

対
象　

小
学
生
と
保
護
者
（
２
人
１

組
）

日　

７
月
23
日
㈯

　

午
後
７
時
30
分
～
翌
日
午
前
８
時

定　
20
組
40
人

料　

２
、
０
０
０
円
（
入
館
料
）

※　

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
証
も
可

申
込
締
切
日　

７
月
10
日
㈰（
必
着
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、
参
加

者
全
員
の
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
年

齢（
学
年
）・
性
別
・
代
表
者
の
住
所
・

電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・
参
加

希
望
ス
ク
ー
ル
を
記
入
の
上
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

※　

申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

結
果
を
締
切
り
後
１
週
間
以
内
に

通
知
し
ま
す
。

http://w
w
w
.aquas.or.jp

申
・
問　

ア
ク
ア
ス
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
係
【
〒
６
９
７-

０
０
０
４　

久
代
町
１
１
１
７-

２
（
☎
�
３

　

６
１
４
）】

わ
ん
ぱ
く
探
検
隊

　

ア
ク
ア
ス
飼
育
係
の
仕
事
現
場
を

探
険
！
子
ど
も
が
主
役
の
企
画
で
す
。

対
象　

当
日
入
館
し
て
い
る
小
中
学

生　
日　

７
月
16
日
㈯
～
８
月
31
日
㈬

（
お
盆
を
除
く
）

　

①
午
前
11
時
～

　

②
午
後
１
時
30
分
～

７
月
の
神
楽
情
報
（
雨
天
中
止
）

日　

３
日
㈰　

美
川
西
神
楽
保
存
会

　
　

10
日
㈰　

温
泉
津
舞
子
連
中

　
　

17
日
㈰　

後
野
神
楽
社
中

　
　

18
日
㈷　

都
治
神
楽
社
中

　
　

24
日
㈰　

岡
崎
神
楽
社
中

※　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時

場　

ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場
ス

テ
ー
ジ

問　

石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

（
☎
�
３
３
８
８
）

お
知
ら
せ

　

現
在
、
シ
ロ
イ
ル
カ
・
ナ
ス
チ
ャ

が
妊
娠
中
の
た
め
、
シ
ロ
イ
ル
カ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
休
止
し
て
い
ま
す
。

　

出
産
は
、
今
年
の
夏
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
く
だ

さ
い
。

一
青　
窈 Tour 

２
０
１
１ 

頬
づ
え

～
夕
方
早
く
私
を
尋
ね
て

「
も
ら
い
泣
き
」「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」

な
ど
の
代
表
曲
を
も
つ
一
青 

窈
の

グ
ラ
ン
ト
ワ
初
公
演
決
定
！
チ
ケ
ッ

ト
好
評
発
売
中
！

日　

７
月
２
日
㈯

開
場　

午
後
５
時
30
分

開
演　

午
後
６
時

場　

グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　

全
席
指
定

　

一
般　

５
、
９
０
０
円

　

会
員　

５
、
５
０
０
円

劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
ク
レ
イ

ジ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ユ
ー
』

　

と
び
き
り
ハ
ッ
ピ
ー
な
音
楽
、
ダ

ン
ス
、
ラ
ブ
・
コ
メ
デ
ィ
こ
れ
ぞ
ブ

ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

決
定
版
！
チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中
！

日　

７
月
16
日
㈯

開
場　

午
後
５
時
30
分

開
演　

午
後
６
時

場　

グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　

全
席
指
定

　

一
般　

Ｓ
席　

８
、
０
０
０
円

　
　
　
　

Ａ
席　

６
、
０
０
０
円

　
　
　
　

Ｂ
席　

３
、
０
０
０
円

　

会
員　

Ｓ
席　

７
、
６
０
０
円

　
　
　
　

Ａ
席　

５
、
７
０
０
円

　
　
　
　

Ｂ
席　

２
、
８
５
０
円

http://w
w
w
.grandtoit.jp/

　

石
央
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
館
内
害

虫
駆
除
及
び
床
タ
イ
ル
清
掃
の
た

め
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。

日　

７
月
25
日
㈪　

終
日

※　

当
日
は
、
電
話
に
よ
る
予
約
受

付
も
行
い
ま
せ
ん
。

問　

石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
に

～
深
入
山
に
登
ろ
う
！
～

は
ぴ
こ
交
流
サ
ロ
ン

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
�
３
９
０
０
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

石
央
文
化
ホ
ー
ル

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
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レジ袋無料配布中止！

９月１日スタート

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,811 20,491 22,992 43,483
金 城 1,909 2,272 2,474 4,746

旭 1,453 1,570 1,685 3,255
弥 栄 718 722 807 1,529
三 隅 2,873 3,184 3,573 6,757
合 計 26,764 28,239 31,531 59,770

人　口（５月末現在）

（単位：人）

　ヤマネは、ニホンヤマネとも呼ばれる日本固有の小型哺乳類で、本州・四国・
九州・隠岐諸島に生息している。浜田では、旭町の丸原・木田・都川をはじめ、
周布町（他所からの移動の可能性がある）でも確認されている。
　頭胴長は７㎝前後、尾長は５㎝前後で、体重は18ｇ前後になる。体毛は茶褐色
で、背中に黒い線が入るのが大きな特徴である。ヤマネは夜行性で、通常は単独
で樹上に暮らし、1.5ｈａ前後の範囲で行動している。また、長期に冬眠すること
でも知られている。食性は雑食で、昆虫や果実、木の芽、花などを食べる。
　ヤマネは、50万年前の化石が発見されているほか、遺伝学的研究では、約200
万年前には、日本に生息していたことが知られており、「生きた化石」とも呼ば
れている。しかし、道路や開発による森林の分断や森林環境の変化などにより、
個体数が減少し、昭和50年には、地域を定めずに天然記念物に指定されたほか、
環境省では準絶滅危惧種、島根県では絶滅危惧Ⅱ類に分類されている。日本固有
の動物として、その歴史や生態などの学術的意味のみでなく、森林環境や生態系
保全を考える上で貴重である。

（国指定天然記念物）

ヤ マ ネ
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